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膜 樣 迷 路 ノ 形 態 學 的 發 生 ニ 就 テ

(家 兎 胎 兒 ニ 於 ケ ル 檢 索)

岡 山醫科 大學解剖學教室胎生學 研究室(主 任敷波教授)

大 澤 光 男

[昭 和15年4月6日 受 稿]

第1章 緒 言

人 及 ビ哺 乳 類 ノ膜 樣 迷 路 ノ 發 生機 轉 ニ 關 シ テ

ハ,之 ガ斷 片 的研 究 ハ 幾 多先 人 ノ試 ミタル所 ナ レ

共,系 統 的 詳細 ナル 研 究 ハ誠 ニ寥 々 タル モ ノ ニ シ

テ.只 僅 ニDenis, Streeter,詫 摩 ノ業 績 ヲ見 ル ノ

ミナ リ.茲 ニ於 テ 余ハ 之 ニ着 眼 シ,敷 波教 授 指 導

ノ下 ニ哺 乳 類 膜 樣 迷路 ノ形 態 學 的發 生 ニ就 テ檢 索

ヲ志 シ,曩 ニ二十 日鼠 胎兒 ニ就 テ研 究 ヲ遂 ゲ タル

ヲ以 テ,今 又 比較 發生 學 的 見地 ヨ リ茲 ニ家兎 胎兒

ニ就 テ之 ガ檢 索 ヲ試 ミル ハ 徒爾 ナ ラズ ト信 ズ.殊

ニ膜 樣 迷 路 ノ初 原 基 ナ ル聽 板 ニ關 スル 記載 ハ 極 メ

テ僅 少 ナ レ共,幸 ヒ ニ シテ其 ノ出現 ヨ リ詳 細 ニ觀

察 スル ノ機 ヲ得 タ リ.因 ツテ其 ノ一 般 ヲ報 告 シ諸

氏 ノ批 判 ヲ仰 ガ ン トス.

第2章 材 料 及 ビ檢 索 方 法

研究 ニ使 用 セル 材 料 ハ 教 室所 藏 ノ家 兎 胎 兒 ノ標

本 中 ヨ リ必要 ナ ル 階 梯 ヲ選 定 セ リ.胎 兒 ハ總 テ

Zenker氏 液又 ハ10% Formolalkoholニ テ 固 定

シ,所 定 ノ方 法 ヲ經 テ「パ ラ フイ ン」ニ包 埋 後10-

15μ ノ連 續 横 斷切 片 ヲ作 製 シ,Boraxkarminノ

單 染色 又 ハHamatoxylineosinノ 複 染 色 ヲ施 シ

タ ル モ ノニ シテ,此 切 片 ヲ詳細 ニ鏡 檢 スル ト同 時

ニ,必 要 ナ ル部 分 ハ 之 ヲEdinger氏 ノ擴 大 描 寫 器

ニ依 リテ50-100倍 ニ擴 大描 寫 シ,Born-Peter氏

法 ニ從 ツ テ精 確 ナ ル複 成 蝋板 模型 ヲ作 製 シ,鏡 檢

所 見 ト併 セ觀 察 セ リ.

第3章 檢 索 所 見

階梯1.胎 兒Nr. 149.原 節10:此 期 ニ於 テ

ハ 膜樣 迷 路 ハ聽 板 ヲ形 成 ス.即 チ 菱腦 下 端 背 部 ニ

於 テ 其 ノ左 右 兩 側 ニ接 スル 外 皮 ノ一部 ハ肥 厚 シ,

其 ノ中 央ハ 内 方 ニ向 ツ テ僅 ニ陷 凹 シ,核 分 裂 ノ像

著 明 ナ リ.コ レ即 チ聽 板 ニ シテ 周圍 ノ外 皮 トハ緩

Fig. 1. A.

胎 兒Nr. 149.膜 樣 迷 路 横斷 切 片.(×108)

カニ移 行 シ境 界 不 明 ナ リ.(Fig. 1. A.)模 型 ニ就

テ見 ル ニ,聽 板 ハ周 圍 ノ外 皮 ニ比 シテ 可 ナ リ厚 ク,

其 ノ中 央部 ハ微 カ ニ 内方 ニ向 ツ テ陷 凹 ヲ現 ハ ス.

(Fig. 1. B.)
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Fig. 1. B.

胎 兒Nr. 149.膜 樣 迷 路 模 型.(×100)

階 梯2.胎 兒Nr. 97.原 節14:此 胎 兒 ニ至

レバ 聽 板 ノ 中央 部 ハ 乳 頭 状 ニ内腹 方 ニ向 ツ テ陷 入

シ テ聽 窩 ヲ形 成 シ,聽 窩 ハ 菱腦 トノ間 ニ少量 ノ間

質 ヲ隔 テ テ相 接 ス.(Fig. 2. A.)聽 窩壁 ハ 中心 部

Fig. 2. A.

胎 兒Nr. 97.膜 樣 迷 路右 側横 斷 切 片.(×108)

最 モ肥 厚 シ,邊 縁 ニ至 ル ニ從 ヒ漸 次其 ノ厚 サ ヲ減

ズ ル モ,一 般 ニ聽 窩壁 ハ重 層 上 皮 ヨ リ成 リ周 圍 ノ

外皮 トノ識 別 容 易 ナ リ.之 ヲ模 型 ニ就 テ 見 ル ニ,

聽 窩 ハ 其 ノ長 軸 ヲ腹 内方 ニ向 ケ タル橢 圓 形 ヲ呈 シ

最 深 部 ハ 中心 ヨ リ稍 々尾 方 ニ 在 リ.聽 窩 ハ未 ダ廣

キ開 口 ヲ以 テ外 界 ト交 通 ス レ共,尾 部 ハ外 皮 ヨ リ

絞扼 セ ラ レテ 閉鎖 シ聽 胞 ヲ形 成 セ ン トス.(Fig. 2.

B.)即 チ 聽 窩 ノ閉鎖 ハ 尾方 ヨ リ起 リ漸次頭 方 ニ向

ツテ進 行 ス.

Fig. 2. B.

胎 兒Nr 97.膜 樣 迷 路 模型.(×100)
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階梯3.胎 兒Nr. 104.原 節18:此 期 ニ於 テ

ハ 聽 窩 ハ 外 皮 ヨ リ絞 扼 セ ラ レテ聽 胞 ヲ形 成 シ,僅

ニ其 ノ頭 端 ニ於 テ上 皮索 ヲ以 テ外 皮 ト結 合 スル ニ

過 ギ ズ.(Fig. 3. A. B.)聽 胞 ハ背 腹 徑 最 モ長 ク

Fig. 3. A.

胎 兒Nr. 104.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×108)

Fig 3. B.

胎 兒Nr. 104.膜 樣 迷 路 模 型右 側 面 觀.(×100)

内外 徑最 モ短 キ橢 圓形 ヲ呈 シ,前 階梯 ニ比 シ テ著

シ ク其 ノ容 積 ヲ増 大 セ リ.模 型 ヲ見 ル ニ聽 胞 ハ 其

ノ頭端 ニ於 テ約30μ ノ厚 ヲ有 スル 上 皮 索 ニ ヨ リ

テ外 皮 ト結 合 スル モ,尾 端 ハ 既 ニ連 絡 ヲ失 ヒ,且

尾部 ハ 頭部 ニ比 シテ稍 々大 ナ リ.而 シ テ此 期 ニ於

テハ何 等特 異 ナル構 造 ヲ認 ムル能 ハ ズ.(Fig. 3,

B.)即 チ聽 胞最 後 ノ閉鎖 部 位 ハ二 十 日鼠 ニ於 ケ ル

ト同樣 ニ聽 胞 ノ頭 端 ニ存 在 ス.(Fig. 3. A. B.)切

片 ヲ鏡 檢 スル ニ,聽 胞 ハ背 部 ノ内外 兩 壁 ヲ除 キ他

ハ 殆 ド同樣 ノ厚 サ ヲ有 スル重 層 上 皮 ヨ リ覆 ハ レ,

Lumenrandzone明 カ ニ所 謂Macula communis

ヲ形 成 ス.余 ハ此 部 分 ヲ斜 線 ヲ以 テ區 別 シ,爾 後

ノ變 化 ヲ追 及 セ リ.聽 胞 内 壁 ト菱 腦 トノ間 ニハ 少

量 ノ間 質介 在 ス.聽 神 經 節 ハ聽 胞 ノ腹 壁 ニ密接 シ

テ 存 在 ス.

階 梯4.胎 兒Nr. 111.長 徑4.5mm:聽 胞 ノ

頭端 ニ於 ケル 外皮 トノ結 合 ハ 全 ク消失 シ,内 淋 巴

管 ハ聽 胞 ノ頭 端 部 ニ於 テ其 ノ背 内 側 ヨ リ頭 背 方 ニ

向 ツテ膨 出 シ.外 壁 ニ於 テ ハ聽 胞 トノ間 ニPlica

verticalisニ ヨ リテ 明 カ ナル境 界 ヲ形 成 ス レ共,

内 壁 ハ何 等 ノ境 界 ヲ現 ハ ス事 ナ ク漸 次聽 胞 内壁 ニ

移 行 ス.(Fig. 4. A.)内 淋 巴管 ノ尖端 ト聽 胞 ノ最

Fig. 4. A.

胎 兒Nr. 111.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×108)

後 ノ 閉鎖 部 位 ト一致 スル ヤ否 ヤ ハ 動物 ノ種 類 ニ ヨ

リテ異 ナ リ,内 淋 巴管 ノ發 生 ニ就 テ何 等 カ ノ意 義

ヲ有 スル モ ノ ト考 ヘ ラル.然 ル ニ家 兎 ニ於 テハ 二

十 日鼠 ニ於 ケ ル ト同樣 ニ,内 淋 巴 管ハ 聽 胞 最 後 ノ

閉鎖 部 ト異 ナ ル部 位 ニ於 ケ ル聽 胞壁 ノ膨 出 ニ ヨ リ

テ 發 生 スル モ ノ ニ シテ,Finemannノ 説 ニ一 致 ス.

聽 胞 尾 部 ハ前 階 梯 ニ比 シテ腹 尾方 ニ向 ツテ發 育 シ
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Fig. 4. B.

胎兒Nr. 111.膜 樣 迷 路 模 型 右 側 面 觀.(×100)

蝸 牛殼 原 基 ヲ示 セ 共,之 ト他 ノ部 分 トノ間 ニハ 明

瞭 ナ ル境 界 ヲ認 メズ.切 片 ヲ鏡 檢 スル ニ聽 胞 壁 ノ

構 造 ハ前 階 梯 ト同樣 ニ シ テ,内 淋 巴管 原 基 ノ外 壁

ハ 内壁 ニ比 シ テ稍 々菲 薄 ナル モ,何 レモ重 層 上 皮

ヨ リ覆 ハ レ,蝸 牛 殼 原 基 ハ 圓 形 ノ横 斷 面 ヲ示 シ,

内壁 ハ外 壁 ニ比 シ テ少 シ ク肥 厚 ス.聽 神 經 節 ノ部

位 的 關 係ハ 前 階 梯 ニ同 ジ.

階梯5.胎 兒Nr. 18.長 徑5.5mm:内 淋 巴

管 ハ頭 背 方 ニ 向 ツ テ延 長 シ,鉛 直半 規 管嚢 ノ膨 出

ニ ヨ リテPlica verticalisハ 愈 々 明瞭 トナ ル .内

淋 巴管 ハ前 階梯 ニ比 シテ著 シ ク内 外 ニ扁 平 トナル

モ,其 ノ根 部 ハ 圓 形 ヲ呈 ス.(Fig. 5. A.)模 型 ヲ

Fig. 5. A.

胎 兒Nr. 18.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×108)

見 ル ニ聽 胞 ノ頭 背 部 ハ 頭 背 方 ニ向 ツテ膨 出 シ 同時

ニ 内外 ニ扁 平 トナ リ,外 壁 ノ中 央ハ 少 シ ク外 方 ニ

向 ツ テ膨 出 ス.前 者 ハ 鉛 直 半規 管嚢,後 者 ハ 外 半

規 管 嚢 ノ原 基 ニ シ テ,兩 者 ノ間 ニハ境 界 ヲ認 メズ

緩 カニ 移行 ス.(Fig. 5. B.)而 シテ外 半 規 管 嚢 ノ

Fig. 5. B.

胎 兒Nr. 18.膜 樣 迷 路 模型 右 側 面觀.(×100)

膨 出 ノ度 ハ 鉛 直 半 規 管嚢 ノ ソ レ ニ比 シ テ 弱 シ.

即 チ家 兎 ニ於 ケ ル 半 規 管嚢 ノ 發 生 ノ 機 轉 ハ 全 ク

Krauseノ 所 見 ニ一 致 ス.蝸 牛 殼 原 基 ハ 腹 内方 ニ

向 テ發 育 延 長 シ圓錐 形 ヲ呈 ス.斯 ク シテ半 規 管嚢

及 ピ内淋 巴管 ヨ リ成 ル迷 路 上 部 ト,蝸 牛 殼 原 基 ヨ

リ形 成 セ ラル ル迷 路 下部 トハ 判 然 ト區 別 セ ラル.

茲 ニ特 記 スベ キハ,聽 胞 ノ内壁 ノ中央 ニ シ テ蝸 牛

殼 原 基 ノ頭 方,内 淋 巴營 開 口部 ノ腹 尾 方 ニ當 リ圓

形 ノ膨 隆 ヲ認 ム ル事 實 ナ リ.(Fig. 5. C. D.)此 膨

隆 ハDenisハ 之 ヲ橢 圓球 嚢 憩 室 ト命 名 シ,將 來

内淋 巴管 ノ2分 枝 タル 橢 圓嚢 管 及 ビ球 嚢 管 ヲ發生

スベ キ母地 トナ シ,Krauseハ 球 嚢 原 基 ト述 ベ,

詫 摩 ハ 内淋 巴管 ノ2分 枝,Ductus reuniens及 ビ

前 庭 盲 嚢 ノ一 部 ヲ之 ヨ リ分 化 スル トナ シDenis氏

憩 室 ト命 名 セ リ.余 モ又 二 十 日鼠 ノ檢 索 ニ於 テ詫

摩 ノ説 ニ賛 成 セ リ.然 ル ニ家 兎 ニ於 テ ハDenis,

詫 摩 及 ビ余 ノ二十 日鼠 ニ於 ケル 成績 ト異 ナ リ,此
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Fig. 5. C.

胎兒Nr. 18.膜 樣 迷 路 右 側 横斷 切 片.(×108)

Fig. 5. D.

胎兒Nr. 18.膜 樣 迷 路 模 型 右 内面 觀.(×100)

隆 起 ハ球 嚢 原基 ニ シテ發 育 スル ニ從 ヒ膜 樣 迷 路 ノ

腹 縁 ニ移 動 シ來 ルモ ノニ シ テKrauseノ 説 ニ一 致

ス.聽 胞 壁 ノ上 皮 ハ 鉛 直 半規 管 嚢 ノ背壁 ハ稍 々菲

薄 ナ ルモ,其 ノ他 ノ部 分ハ 極 メテ厚 キ 上皮 ヨ リ成

リ,Macula Communisヲ 形 成 ス.又 内淋 巴管

ノ外 壁 ハ 内壁 ニ比 シテ稍 々菲 薄 ナル モ,共 ニ圓 柱

上 皮 ヨ リ覆 ハ ル.球 嚢 原 基 ハ厚 キ上皮 ヨ リ成 リ,

聽 胞 ノ他 ノ部 分 トノ間 ニ境 界 ヲ認 メズ.而 シ テ蝸

牛 殼 原 基 ハ 前 階 梯 ト略 ボ 同樣 ニ シ テ,聽 神 經 節 ハ

聽 胞 ノ腹 内 壁 ニ密 接 シ テ存 在 ス.

階梯6.胎 兒Nr. 24.長 徑7mm:模 型 ヲ見

ル ニ此 期 ニ於 テハ 鉛 直 半 規 管嚢 ハ前 階 梯 ニ比 シ テ

益 々頭 背 方 ニ向 ツテ膨 出 シ,同 時 ニ内 外 ニ 扁 平 ト

ナ リ,其 ノ背縁 ハ 可 ナ リ尖 鋭 トナ ル.外 半 規 管 嚢

亦 外 方 ニ 向 ツ テ膨 出 スル モ,其 ノ邊 縁 ハ鈍 ナ リ.

(Fig. 6. A. B.)而 シ テ鉛 直 半 規管 嚢 ノ頭 腹 部 ト

Fig. 6. A.

胎兒Nr. 24.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×108)

外 半 規 管 嚢 トハ境 界 ナ ク移 行 ス レ共,鉛 直 半 規 管

嚢 ノ尾 部 ト外 半規 管 嚢 ノ背 尾 部 トノ間 ニハ 微 ナル

溝 ヲ認 ム.(Fig. 6. B.)内 淋 巴管 ハ 頭 背方 ニ 向 ツ

テ延 長 シ,内 外 ニ扁 平 トナ リ,且 鉛 直 半 規 管 嚢 ノ

膨 出 ニ ヨ リテPlica verticalisハ 著 シ ク深 ク ナ リ,

内 淋 巴管 ノ開 口部 ハ次 第 ニ 狭小 ナ ラ ン トスル傾 向

ヲ現 ハ スモ,其 ノ尖端 ハ膨 大 シ テ内 淋 巴嚢 ヲ形 成

ス.(Fig. 6. B.)蝸 牛殼 原基 ハ腹 内尾 方 ニ向 ツテ

發 育 シ,内 外 ニ扁 平 トナ ル.(Fig. 6. B. C.)而 シ

テ前 階梯 ニ於 テ認 メ ラ レタル迷 路 上 部 ト迷 路 下 部

トハ區 別 ハ益 々 明 カ トナ リ,外 壁 ニ於 テハ 外 半 規

管 嚢 ト蝸 牛殼 原 基 ト ノ間 ニハ 淺 キ 溝 ヲ認 ム レ共,

内 壁 ニ於 テ ハ判 然 タル 境 界 ナ シ.球 嚢 原 基 ハ前 階

梯 ニ比 シテ稍 々低 キ隆 起 トシ テ認 メ ラル.切 片 ヲ
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Fig. 6. B.

胎 兒Nr. 24.膜 樣 迷 路 模 型 右 側 面觀.(×75)

Fig. 6. C.

胎 兒Nr. 24.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切片.(×108)

檢 スル ニ鉛 直半規管嚢 ノ上皮ハ將 來前 及 ビ後壺腹

部 トナルベキ部分 ヲ除 キ,他 ハ單層骰子形上皮 ヨ

リ成 リ,外 半規管嚢ハ尚 ホ厚キ上皮 ニテ覆 ハル.

内淋 巴嚢 ハ單層圓柱上皮 ニシテ,内 淋 巴管 開口部

ハ重層圓柱上皮 ヨリ成ル.球 嚢原基ハ前階梯 ト同

樣 ニシテ,蝸 牛殼原基 ノ内壁 ハ外壁 ノ11/2倍 ノ厚

サ ヲ有 ス.聽 神 經 節 ハ 聽 胞 尾 部 ノ腹 内壁 ニ密接 シ

テ存 在 ス.

階 梯7.胎 兒Nr. 36.長 徑8mm:聽 胞 ハ著

シク 内外 ニ扁 平 トナ リ,迷 路 上 部 ト迷路 下 部 トノ

境 界 更 ニ明 瞭 トナ ル.即 チ 此 兩 者 ヲ境 スル モ ノハ,

外 壁 ニ於 テハ 外 半 規 管 嚢 ト蝸 牛殼 原基 トノ間 ニ存

在 スル溝,腹 縁 ニ於 テハ鉛 直 半規 管 嚢 ノ頭 腹 端 ト

蝸 牛殼 原基 トノ間 ニ アル溝 ニシ テ,内 壁 ニ 在 リテ

ハ 内淋 巴管 開 口部 ト球 嚢 トノ間 ヲ經 テ鉛 直 半 規 管

嚢 ト蝸 牛殼 原 基 トノ間 ヲ通 過 スル溝 ニ ヨ リテ形 成

セ ラル.plica verticalisハ 益 々深 クナ リ,内 淋 巴

管 ハ 著 シク其 ノ長 サ ヲ増 加 シ,尖 端 ハ一 層 膨 大 シ

テ紡錘 形 ヲ呈 シ内淋 巴嚢 ヲ形 成 スル モ,内 淋 巴 管

ハ其 ノ斷面 卵 圓形 ヲ呈 ス.鉛 直 半規 管嚢 ハ前 階 梯

ニ比 シ テ著 シク膨 出 シ,内 外 兩壁 ハ 相接 近 シ テ扁

平 トナ リ,其 ノ頭 背 縁 ハ 弓状 ヲ呈 シ,頭 腹 端 及 ビ

背 尾端 ハ 少 シ ク膨 大 シ テ前 及 ビ後 壺 腹部 ノ原 基 ヲ

示 ス.(Fig. 7. A. B.)而 シテ コ ノ期 ニ於 テハ 鉛

直 半規 管 嚢 ハ 初 メテ前 半 規 管 嚢 及 ビ後半 規 管 嚢 ノ

區 別 ヲ生 ズ.即 チ 前 半規 管 嚢 ハ聽 胞 ノ頭腹 端 ヨ リ

頭 背 方 ニ向 ツテ 弓状 ニ彎 曲 シ,内 淋 巴 管 ノ外 側 ニ

於 テ屈 曲 シ テ後 半規 管 嚢 ニ移 行 シ,後 半規 管 嚢 ハ

Fig. 7. A.

胎 兒Nr. 36.膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切片.(×108)
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Fig. 7. B.

胎兒Nr. 36.膜 樣 迷 路 模 型右 側 面 觀.(×75)

之 ヨ リ背 尾方 ニ 向 ツ テ走 リ聽 胞 ノ背 尾端 ニ終 ル.

而 シ テ後 半規 管 嚢 ト外 半規 管 嚢 トノ間 ノ溝 ハ 益 々

深 クナ リ頭 方 ニ向 ツテ 延長 シ,後 半 規 管 嚢 ノ經過

ニ一致 セ ル溝 ヲ形 成 ス.(Fig. 7. B.)此 溝 ノ尾 部 ハ

後 壺 腹 部 ト外 半 規 管嚢 トノ境 界 ヲナ シ,Streeter

ノ所 謂lateralegrooveニ シ テDenis, Krause,

詫摩 及 ビ余 ノ二十 日鼠 ニ於 テ モ亦 認 メ ラ レ,將 來

益 々深 ク ナ リ橢 圓 嚢 後 竇 ニ於 ケ ルrundes Epi-

thelgebildeノ 形 成 ニ對 シ テ重 要 ナル意 義 ヲ有 ス.

併 シナ ガ ラ家 兎 ニ於 テ ハrundes Epithelgebilde

ハ 著 明 ニ認 メラ レズ.外 半 規 管嚢 ハ前 階 梯 ニ比 シ

テ著 シ ク外方 ニ向 ツテ膨 出 シ,前 半 規 管 嚢 トノ間

ニ微 ナル 溝 ヲ生 ズ.蝸 牛 殼 原基 ハ更 ニ腹 尾方 ニ向

ツテ發 育 シ内外 ニ扁 平 トナ リ,其 ノ尖 端 ハ 内方 ニ

向 ツテ將 ニ 囘轉 セ ン トス.球 嚢 原 基 ハ 前 階梯 ニ比

シテ 著變 ヲ見 ズ.切 片 ヲ鏡 檢 スル ニ内 淋 巴嚢,内

淋 巴管 及ビ 球 嚢 ノ 上 皮 ハ何 レモ前 階 梯 ト同樣 ニ シ

テ,後 半 規 管 嚢 尾 部,外 半 規 管 嚢 ハ 尚 ホ厚 キ 上皮

ニ テ覆 ハ ル.而 シテ前 半 規 管 嚢 ノ頭 腹 部 及 ビ之

ニ接 スル 外 半 規管 嚢 ノ腹 部 ハ 重 層 上皮 ヨ リ成 リ

前.外 壺腹 櫛 及 ビ橢 圓 嚢 窩聽 斑 ノ共 同原 基 ヲ構

成 シ,後 半 規 管嚢 ト外 半 規 管嚢 トノ間 ノ溝 ハ 厚

キ上 皮 ヨ リ覆 ハ ル.此 期 ニ於 テハ 蝸 牛 殼 原 基 ノ

外 壁 ハ 内壁 ニ比 シ テ著 シ ク薄 ク ナ リ且Lumen-

randzoneヲ 認 メズ.神 經 終末 ハ 此 期 ニ於 テ ハ

蝸 牛殼 原基 ノ外 壁 ノ上 皮 ハ 扁平 トナル 結 果,此

部 ハMacula communisヨ リ除 外 セ ラ レ,今 迄

單 一 ナ リシMacula communisハ 上 部 聽 斑 ト

下 部聽 斑 ニ分 化 シ,兩 者 ハ球 嚢 ノ頭 部 ニ於 テ廣

キ帶 ヲ以 テ結 合 ス.而 シ テ上 部聽 斑 ヨ リ前,外

壺 腹 櫛 及 ビ橢 圓嚢 窩 聽 斑 ヲ,下 部 聽 斑 ヨ リ球 嚢

聽斑,後 壺 腹 櫛及 ビCorti氏 器官 ヲ分 化 ス.聽

神 經 節 ニ於 テ ハ上 部 ト 下部 ニ分 レ,前 者 ヨ リ上

枝,後 者 ヨ リ下 枝 ヲ發 生 ス.

階 梯8.胎 兒Nr. 43.長 徑8.5mm:此 期

ニ於 テハ 内 淋 巴管 ハ 著 シ ク其 ノ長 サ ヲ増 加 シ,

聽 胞 ヘ ノ開 口部ハ 斷 面 卵 圓形 ヲ呈 スル モ,其 ノ

他 ノ部 分 ハ 内外 ニ扁 平 トナ リ,内 淋 巴嚢 トノ區 別

愈 々顯 著 トナ ル.鉛 直半 規 管 嚢 ハ前 階梯 ニ比 シテ

其 ノ容 積 ヲ増 大 シ,頭 腹端 及 ビ背 尾端 ヲ除 ク他 ノ

部 ハ 内外 兩壁 著 シ ク接 近 シ テ將 ニ密 着 セ ン トシ特

ニ前 半規 管 嚢 ニ於 テ 著 シ.(Fig . 8. A.)後 半 規 管

嚢 ト外 半 規 管 嚢 トノ間 ノ溝 ハ 其 ノ深 サ ヲ増 シ,前

及 ビ後壺 腹 部 ノ原基 愈 々 判然 タ リ.而 シ テ後 半 規

管 嚢 ハ 内 淋 巴管 及 ビ 後 半規 管嚢 ト外半 規 管 嚢 ト

ノ間 ノ溝 ヲ結 ブ線 ヲ 中心 ト シ テ 外方 ニ傾 斜 ス.

(Fig. 8. B.)外 半 規 管嚢 ハ外 方 ニ向 ツテ膨 出 シ 同

時 ニ扁 平 トナ リ,初 メテ腹 背 ノ方 向 ニ向 フ櫛 状 ノ

隆起 ヲ形 成 ス.球 嚢 原 基 ハ 前 階 梯 ニ比 シテ著 變 ナ

シ.而 シ テ蝸 牛殼 原 基 ハ腹 尾方 ニ向 ツテ増 大延 長

シ,其 ノ尖 端 ヲ内方 ニ屈 曲 ス.(Fig. 8. B.)鏡 檢

スル ニ 内淋 巴 嚢 壁 ハ 平 滑 ナ ル單 層 骰 子 形 上 皮 ニシ

テ,内 淋 巴 管壁 ハ 内外 兩壁 共 ニ單 層 圓柱 上皮 ヨ リ

覆 ハ レ,兩 者 ハ 顯微 鏡 的 ニ鑑 別 容 易 ナ リ.前 半 規

管 嚢 ノ内 外 兩 壁 ハ 著 シ ク薄 クナ リ單 層 骰 子 形 上皮
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Fig. 8. A.

胎兒Nr. 43.膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切 片.(×108)

Fig. 8. B.

胎兒Nr. 43.膜 樣 迷 路 模型 右 側面 觀.(×75)

ヨ リ覆 ハ レ,後 半 規 管嚢 ノ尾 部及 ビ

外 半 規 管 嚢 ハ 尚 ホ厚 キ上 皮 ヨ リ形 成

サル.神 經終 末 及 ビ司 配 ノ状態 ハ前

階 梯 ニ同 ジ.

階梯9.胎 兒Nr. 44.長 徑9.5mm:

内 淋 巴嚢 ハ紡 錘 形 ヲ呈 シ,内 淋 巴管

ハ 著 シ ク細 小 ニ シテ 内外 ニ扁 平 トナ

ル.前 半 規管 嚢 ノ内外 兩壁 ハ其 ノ 中

央 ニ於 テ 密着 シ,吸 收 セ ラ レ,初 メ

テ 前 半 規管 ヲ形成 ス.即 チ家 兎 ニ於

テモ 二十 日鼠 ニ於 ケル ト同 樣 ニ3半

規 管 中前 半 規 管 最 モ早 ク形 成 セ ラル

(Fig. 9. A. B.)而 シ テ後 半 規管 嚢

ノ内外 兩壁 モ亦 著 シ ク接 近 シ,其 ノ

中 心部 ハ殆 ド密 着 セ ン トス.(Fig. 9

A.)後 半 規管 嚢 ハ前 外 方 ニ向 ツテ傾

キ,後 壺 腹 部 愈 々明 瞭 ナ リ.外 半 規

管 嚢 ハ 著 シ ク外 方 ニ向 ツ テ膨 出 シ同

時 ニ扁 平 トナ リ,外 壺 腹 部 モ漸 ク明

カ トナ ル.(Fig. 9. B.)外 半 規 管嚢

ト後 半 規 管嚢 トノ間 ノ溝 ハ 外 半 規管

嚢 ノ膨 出 ト後 半規 管 嚢 ノ傾 斜 ニ ヨ リ

テ著 シ ク深 ク ナル.(Fig. 9. B.)球

嚢 原 基 ハ 前 階梯 迄 内淋 巴管 開 口部 ノ

尾方 ニ低 キ隆 起 ト シ テ 認 メ ラ レ シ

モ,此 期 ニ至 リテ 内淋 巴管 開 口部 ノ

腹 尾 方 ニ シテ蝸 牛 殼 原 墓 ノ頭 前方 ニ

移 動 ス.(Fig. 9. C.)蝸 牛殼 原基 ハ

腹 内 方 ニ向 ツ テ發 育 シ,其 ノ尖 端 ハ

外 方 ニ向 ヒ螺 旋 状 ニ 囘 轉 シ 始 ム.

(Fig. 9. B.)切 片 ヲ檢 スル ニ内淋 巴

嚢 及 ビ内淋 巴管 ノ上 皮 ハ 前 階梯 ト同

樣 ニ シテ,前 半 規 管 ノ上皮 ハ前 壺 腹

部 ノ部 分 ヲ除 キ他 ハ 總 テ單 層骰 子 形

上 皮 ヨ リ成 リ,其 ノ背 縁 ハ尖 鋭 ニ シ

テ縫 際 ハ未 ダ 明 カ ナ ラズ.共 同脚 及

ビ後 半 規 管嚢 ハ 單 一 ナ ル 腔 ヲ形 成
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シ,單 層骰 子 形 上 皮 ニ テ覆 ハ レ兩者 ノ間

ニ ハ境 界 ヲ認 メズ.外 半 規 管嚢 ノ上 皮 ハ

他 ノ半 規 管 嚢 ノ上皮 ヨ リ厚 ク,外 半 規 管

嚢 ト後 半 規 管 トノ間 ノ溝 ノ上皮 ハ前 階 梯

同樣 厚 キ 上皮 ヨ リ成 ル.而 シテ球 嚢 上 皮

ハ 厚 キ上 皮 ヨ リ形 成 セ ラ レ,蝸 牛 殼 ノ壁

上 皮 ニハ尚 ホ感覺 細 胞 ノ分化 ヲ認 メズ.

聽 神經 節 ハ 上部 及 ヒ下 部 ニ分 レ,上 枝 ヨ

リ前,外 壺 腹枝 及 ビ橢 圓 嚢 窩枝 ヲ出 シ,

下枝 ヨ リ後 壺 腹枝,下 球 嚢 枝 ヲ分枝 ス.

此 期 ニ至 リテ後 壼 腹櫛 ハ下 部 聽 斑 ヨ リ分

離 シテ獨 立 ノ神 經終 末 ヲ形 成 スル モ,橢

圓 嚢 窩聽 斑,前 及 ビ外 壺腹 櫛 ハ連續 シテ

明 カ ナ ル境 界 ヲ認 メズ,球 嚢 聽 斑,橢 圓

嚢 窩 聽 斑 モ亦 連 續 シ,球 嚢 聽 斑 ト蝸 牛殼

神 經 上 皮 トハ緩 カ ニ移 行 ス.而 シ テ上部

聽 斑 ト下 部聽 斑 ノ分 離 モ未 ダ行 ハ レズ.

Fig. 9. A.

胎 兒Nr. 44.膜 樣 迷 路 右 側 横斷 切 片.(×108)

Fig. 9. B.

胎 兒Nr. 44.膜 樣 迷 路 模型 右 側 面觀.(×75)
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Fig. 9. C.

胎兒Nr. 44.膜 樣 迷 路 模型 右 内面 觀.(×75)

階 梯10.胎 兒Nr. 41.長 徑12mm:内 淋 巴

嚢 ハ前 階 梯 ト同樣 紡錘 状 ヲ呈 シ,内 淋 巴 管 ハ 内外

ニ扁 平 トナ リ共 同脚 ニ沿 ヒ テ 橢 圓 球 嚢 腔 ニ開 口

ス.前 半 規 管 ノ形 成 ハ前 階梯 ヨ リモ著 シ ク逆 捗 シ,

前 壼 腹 部 ハ 顯 著 トナ ル.此 期 ニ於 テハ 後 半 規 管嚢

ハ 其 ノ 中央 ニ於 テ密 着 シ,吸 收 セ ラ レ,後 半 規 管

ヲ形 成 スル モ,頭 方 及 ビ腹 方 ニハ 大 部 分 ニ亙 リテ

未 ダ吸 收 セ ラ レザ ル 部 分 ヲ殘 存 ス(Fig. 10. B.)

後 半 規 管 ノ形 成 ノ結 果 後壺 腹 部 ハ 明瞭 トナ リ,共

同 脚 ノ原 基 亦 明 カ ニ指 摘 セ ラル.外 半 規 管 嚢 ハ 外

方 ニ 向 ツテ益 々 膨 出 シテ扁 平 トナ リ,外 壺 腹 部 モ

亦 明 カ ニ認 メル ヲ得.橢 圓嚢 原 基 ハ2ツ ノ半 規 管

ノ形 成,共 同脚 ノ成 立,前,後 及 ビ ビ外壺 腹 部ハ

明 カ ニ其 ノ形 態 ヲ現 ハ スニ從 ヒ大體 ノ範 圍 ヲ決 定

シ得 ル ニ至 ル.球 嚢 原基 ハ膜 樣 迷 路 ノ腹 縁 ニ向 ツ

テ移 動 スル モ,未 ダ蝸 牛殼 及 ビ橢 圓 嚢 トノ間 ニ絞

Fig. 10. A.

胎兒Nr. 41.膜 樣迷 路 右 側 横 斷 切 片.(×80)
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窄 ヲ生 セ ズ.(Fig. 10. A.)蝸 牛 殼

原 基 ハ 背 腹 ニ扁平 トナ リ,其 ノ尖

端 ハ外 方 ニ向 ツテ 囘轉 スル ガ タ メ

ニ外 半 規管 嚢 ノ尾方 ニ前 庭 盲嚢 ノ

初 原 基 ヲナ ス隆 起 ヲ生 ズ.顯 微 鏡

的 ニ前 及 ビ後 半 規 管ハ 壺 腹 部 ヲ除

ク他 ノ部 分 ハ 單 層骰 子 形 上 皮 ニ テ

覆 ハ ル レ ドモ,外 半規 管 嚢 〓尚 ホ

厚 キ上皮 ヨ リ成 ル.神 經 終 末 及 ビ

神 經 司配 ノ状態 ハ前 階 梯 ト同樣 ナ

リ.

階 梯11.胎 兒 長 徑13.5mm:

此 期 ニ於 テハ 耳 嚢 ハ 前 軟 骨 ノ 状

態 ニテ 出 現 ス.内 淋 巴 嚢 及 ビ 内

淋 巴管 ハ前 階 梯 ニ比 シ テ 著 變 ナ

シ.前 半 規 管 ノ 形 成 ハ 完 了 シ,

コ ノモ ノハ前 壺 腹 部 ノ 頭 方 ヨ リ

起 リ頭背 内方 ニ向 ツ テ 弧 ヲ描 キ

内 淋 巴 管 ノ外 側 ニ於 テ後 半 規 管 ニ

連 ル.後 半 規 管ハ 後 壼 腹 部 ノ頭 方

ヨリ始 マ リ頭 内 方 ニ向 ヒ同 ジ ク弧

ヲ描 キ共 同脚 ニ於 テ前 半 規 管 ニ接

續 スル モ,其 ノ大 サ前 半 規 管 ニ比

シ テ稍 々小 ナ リ.(Fig. 11. A.)此

期 ニ至 リテ外 半 規 管 ハ初 メ テ形 成

セ ラ レ,此 者 ハ 外 壺 腹 部 ノ背方 ヨ

リ頭背 内方 ニ向 ヒ半 圓 形 ヲ描 キ,

其 ノ單 脚 ハ橢 圓 嚢 後竇 ノ領域 ニ 開

口 ス.(Fig. 11. B.)而 シテ 三半 規

管 中前 半 規管 最 モ長 ク,外 半 規 管

之 ニ次 ギ,後 半 規 管最 モ 短 シ.半

規 管成 立 ノ順序 ハDenis, Krause,

Streeter及 ビ二十 日鼠 ニ於 ケ ル余

ノ所 見 ト同樣 ニ前 半 規 管先 ヅ現 ハ

レ,後 半 規管 之 ニ次 ギ,外 半 規 管

最 後 ニ現 ハル.前 壺腹 部 ハ橢 圓 嚢

窩 ノ頭腹 方 ニ位 シ球 形 ノ膨 隆 トシ

Fig. 10 B.

胎 兒Nr. 41.膜 樣迷 路 模 型 右 側 面觀.(×75)

Fig. 11. A.

胎 兒長 徑13.5mm.膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切 片.(×80)
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テ認 メラ レ,後 壺腹部ハ橢

圓嚢 後竇 ノ背尾方 ニ位 シ橢

圓形 ヲ呈 ス.而 シテ外壺腹

部 ハ橢圓嚢窩 ノ腹外方 ニ其

ノ位置 ヲ占 メ略 ボ橢圓形 ヲ

呈 シ,前2者 ニ比 シテ其 ノ

發育稍 々弱 シ.即 チ壼腹部

發 生 ノ順序ハ半規管 ノソレ

ニ一致 ス.三 半規管 ノ形成

ノ結果橢圓嚢窩,橢 圓嚢,

共 同脚(橢 圓嚢上竇),橢 圓

嚢 後竇 ハ明瞭 トナルモ,此

橢 圓嚢部 ト迷路 下部 トノ境

界ハ未 ダ明 カナ ラズ.橢 圓

嚢 窩ハ頭尾ノ方 向 ニ扁 平ニ

シテ圓形 ヲ呈 シ外 壺腹 部 ノ

内方,前 壺腹部 ノ背内方 ニ

位 シ,背 方ハ橢 圓嚢 ニ漸次

移行 ス.橢 圓嚢ハ橢圓嚢 窩

ノ背 内方 ニ連 リ内淋巴管開

口部 ノ外方 ニ於 テ屈 曲シ,

橢圓嚢後竇 ニ移行 ス.橢 圓

嚢 ト球嚢 トノ間 ニハ尾方ニ

於 テハ 微 ナル 溝 ヲ認 ム レ共,内 外 兩 壁 ニ於 テ ハ 未

ダ 明 カ ナル 境 界 ナ シ.共 同脚 ハ前 後 半 規 管 ノ間 ニ

位 シ半 圓形 ヲ呈 ス.(Fig. 11. A.)橢 圓 嚢 後 竇 ハ

内淋 巴管 開 口部 ノ背 方 ヨ リ背外 方 ニ 向 ヒ後 壺 腹 部

ニ移 行 ス.球 嚢 原 基 ハ 膜 樣迷 路 ノ腹 縁 ニ テ腹 尾方

ニ 向 ヒ圓 形 ノ膨 出 トシ テ認 メ ラル .(Fig. 11. B.)

前 庭 盲 嚢 ハ 外 方 ニ向 ヒ囘 轉 シ著 明 ナ ル膨 隆 トシ テ

現 ハ レ,蝸 牛 殼 ハ 半 囘 轉 ニ達 ス.切 片 ヲ鏡 檢 スル ニ

内淋 巴管 ハ單 層 骰 子 形 上 皮 ナ レ共 開 口部 ニ近 ヅ ク

ニ從 ヒ重 層 圓 柱 上 皮 ニ移 行 ス.三 半 規管 ノ外 側 ノ

上 皮 ハ 重 層,内 側 ノ上 皮 ハ 單 層 骰 子形 上 皮 ヨ リ成

リ縫 際 ハ 認 メ ラ レズ.共 同脚 ハ 單層 骰 子形 上 皮 ニ

テ覆 ハ レ,外 壁 ノ背 縁 ニ近 ク存 在 スル重 層 上 皮 ハ

不 規 則 ニ 内方 ニ突 出 シZylinderepithelstreifen

Fig. 11. B.

胎兒 長 徑13.5mm.膜 樣 迷 路 模 型 右 側面 觀.(×75)

ノ前兆 ヲ呈 スル モ,二 十 日鼠 ニ於 ケル如 ク著明ナ

ラズ.橢 圓嚢 ノ内壁ハ外壁 ニ比 シテ厚 ク,内 淋 巴

管開 口部,橢 圓嚢窩及 ビ球嚢聽斑 ヘノ移行部ハ特

ニ厚 キ重層 圓柱上皮 ヨリ成ル.球 嚢 ノ腹壁及 ビ内

壁ハ厚 キ上皮 ヨリ成ルモ,外 壁 ハ之 ニ比 シテ薄 キ

上皮 ニテ覆 ハル.蝸 牛殼 ノ壁上皮 ニハ感覺細胞 ノ

分化 ヲ見 ズ.神 經終末ハ此期ニ至 リテ上部 ト下部

ノ聽斑ハ完全ニ分離 シ,上 部聽斑 ニ於 ケル橢圓嚢

窩聽斑,前 及 ビ外壺腹櫛ハ完全 ニ獨立 ス.而 シテ

球嚢聽斑 ト蝸牛殼 ノ神經 上皮 トノ間ニハ何等 ノ境

界 ナク漸次移行 ス.神 經 司配 ニ就 テハ前庭神經節

ト螺旋神經 節 トハ位置的 ニ區別セ ラル.此 期 ニ於

テ外淋巴腔原基 出現 シ,將 來外淋巴槽,前 庭階及

ビ皷室階 ニ相當 スル部分 ハ周圍 ニ比 シテ細胞 ノ排
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列粗 トナ リ,此 部 ハ 他 ノ部 ニ較 ベテ 明色 ヲ呈 ス.

コ レ即 チ外 淋 巴腔 原 基 ニ シテ時 期 ノ進 ムニ從 ヒ次

第 ニ液 化 シテ外 淋 巴系 統 ヲ形成 ス.

階 梯12.胎 兒Nr. 54.長 徑17mm:此 期 ニ

於 テハ 膜樣 迷 路ハ 著 シ ク其 ノ容 積 ヲ増 加 シテ約2

倍 大 トナ リ,内 淋 巴 嚢 亦 膨 大 シ其 ノ先端 ハ外 方 ニ

向 ヒ少 シ ク傾 斜 ス.内 淋 巴管 ハ 共 同脚 ノ腹 内方 ニ

沿 フ テ 走 リ卵 圓 形孔 ヲ 以 テ 橢 圓嚢 ノ内壁 ニ開 口

ス.三 半規 管 ハ形 態 的 ニ増 強 ヲ認 ムル外 著變 ヲ見

ズ.前 壼 腹部 ハ 内外 ニ狭 ク背 腹 ニ長 キ橢 圓 形 ヲ呈

シ,橢 圓 嚢 窩 ヨ リ完 全 ニ分 離 シ,其 ノ尾 壁 ニハ溝

ヲ以 テ之 ト境 ス.後 壺 腹 部 ハ 前 階 梯 ト同樣 ニ シテ

橢 圓嚢 後 竇 トノ間 ニ境 界 ヲ認 メズ.外 嚢 腹 部 ハ橢

圓 嚢 窩 ヨ リ完 全 ニ分 離 シ極 メ テ明 瞭 ナル膨 隆 トシ

テ認 メラル.橢 圓嚢 窩 ノ形状 ハ 前 階 梯 ト同樣 ニシ

テ其 ノ腹 壁 ニ聽 斑 ヲ有 シ,球 嚢 トノ間 ノ溝 ハ次 第

ニ深 ク ナ リ,前 及 ビ外 壼腹 部 トノ交 通 口ハ橢 圓形

ヲ呈 ス.橢 圓嚢 ト球 嚢 トノ 間 ノ溝 ハ 深 ク ナ リ,内

外 兩壁 共 ニ背 方 ニ延 長 シ,明 カニ兩 者 ヲ分 ツ モ,

内腔 ハ尚 ホ廣 ク交 通 ス.球 嚢 ノ形 成 ハ 著 シ ク進展

シ,背 方 ハDuctus reuniensニ,頭 背方 ハ橢 圓

嚢 ニ接 スル モ 頭方 ノ大 部,腹 方 及 ビ尾方 ハ 遊 離 シ

Fig. 12. A.

胎兒Nr. 54.膜 樣 迷 路 模型 右 側面 觀.(×75)
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腹 尾方 ニ 向 ヒ大 ナル 膨 出 トシ

テ認 メ ラル.(Fig. 12. A. B.)

Ductus reuniensハ 蝸 牛殼 ノ

起 始 部 ガ球 嚢 ノ外 壁 及 ビ橢 圓

嚢 ヨ リ分 離 セ ラル ル結 果球 嚢

ト蝸 牛殼 ヲ結合 ス ル管 トシテ

認 メ ラ レ,前 庭 盲嚢 愈 々明瞭

トナ ル.(Fig. 12. B.)而 シテ

此 期 ニ於 テ蝸 牛殼 ハ1囘 轉 ヲ

終 ル.鏡 檢 所 見 ヲ述 ブ レバ 内

淋 巴 嚢 及 ビ内 淋 巴 管 ニ於 テ ハ

著變 ヲ見 ズ.半 規管 ノ上 皮 ハ

前 階 梯 ト同 樣 ニ シテ此 期 ニ於

テ初 メ テ縫 際 ヲ認 ム.Ductus-

reuniens及 ビ内 淋 巴 管 ノ 末

端 部 ニハ 厚 キ重 層 上皮 存 在 シ

球 嚢 聽 斑 ニ連 ル.蝸 牛 殼 ノ外

壁 ハ 内壁 ニ比 シ著 シ ク扁 平 ナ

リ.外 淋 巴 腔 ハ前 階 梯 ニ於 テ

明 色 ヲ呈 セ ル部 分 ハ網 状 腔 ノ

増 大 ニ ヨ リテ 益 々明確 トナ

リ,周 圍 ヨ リ區 別 セ ラル.而

シ テ鼓 室 階 ハ外 淋 巴槽 及 ビ前

庭 階 ニ比 シ テ發 育 弱 シ.神 經

終 末 ニ於 テハ 前 及 ビ後 壺腹 櫛

ニ 中 隔 出現 シ,外 壺 腹 櫛 ニハ

之 ヲ認 メズ.即 チ櫛 形 成 ハ 後

壺 腹 櫛,前 壺 腹 櫛 及 ビ外 壺 腹

櫛 ノ順 ニ行 ハ ル.此 期 ニ於 テ

3ツ ノ櫛,橢 圓嚢 窩 聽 斑,球

嚢 聽 斑 及 ビ蝸牛 殼 ノ神 經 上皮

ニハ毛 細 胞,支 柱 細 胞 ノ分化 ヲ認 ム.神 經 司配 ニ

就 テ ハ 前 庭 神 經 節 ト螺 旋神 經 節 ト ノ 境 界 ハ分 明

シ,上 球 嚢 枝 ハ 橢 圓 嚢 窩 枝 ヨ リ明 カ ニ分 枝 スル ヲ

認 ム.

階 梯13.胎 兒 長 徑22mm:内 淋 巴嚢 ハ前

階 梯 ト同樣 紡 錘 形 ヲ呈 シ,内 淋 巴 管 ハ 卵 圓形 孔 ヲ

Fig. 12. B.

胎 兒Nr. 54.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×80)

Fig. 12. C.

胎 兒Nr. 54.膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切 片.(×80)

以 テ橢 圓嚢 内壁 ニ開 口 シ,其 ノ末 端 部 ハ 未 ダ2脚

ニ分 岐 セ ズ.(Fig. 13. A.)三 半 規 管 ノ長 サ ハ前 半

規 管1.4mm,後 半 規 管1.5mm,外 半 規 管1.6mm

ニ シ テ,3壺 腹 部 ニ於 テハ前 梯 ニ比 シ テ大 差 ナ シ.

共 同脚 ハ 前 階梯 ニ於 テハ 半 月 形 ノ斷 面 ヲ示 セ共,

此 期 ニ於 テハ 圓形 ヲ呈 ス.橢 圓嚢 ト前 庭 盲嚢 トハ
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Fig. 13. A.

胎兒 長 徑22mm.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×40) 完 全 ニ分離 シ,球 嚢 トノ分 離 亦 著 シク進

捗 シ,内 外 兩壁 ニ於 ケル 溝 ハ深 クナ リ,橢

圓嚢 ト球 嚢 ハ小 圓 形 孔 ニ ヨ リテ交 通 スル

ニ過 ギズ.而 シテ球 嚢 ハ 頭 背 方 ノ一 部 ヲ

以 テ橢 圓嚢 ト.背 方 ハDuctus reuniens

ト結 合 シ腹 方 ニ向 ツ テ膨 出 シ,前 階 梯 ニ

比 シ テ一 層 内外 ニ扁 平 トナル.(Fig. 13.

B. C.) Ductus reuniensハ 蝸 牛殼 起 始

部 ノ球 嚢 ノ外壁 及 ビ橢 圓 嚢 ヨ リ分離 スル

ガ爲 メニ愈 々明 カニ管 トシ テ ノ形 態 ヲ具

備 シ,前 庭 盲 嚢 ハ 明瞭 トナ リ,蝸 牛 殼 ハ

11/2囘 轉 ニ達 ス.(Fig. 13. C. D.)切 片

ヲ鏡 檢 スル ニ 内淋 巴嚢 ノ内外 兩 壁 ハ 共 ニ

著 シ ク皺 襞 ニ富 ミ乳 頭状 ニ 内腔 ニ向 ツ テ

突 出 シ,内 淋 巴管 開 口部 ノ上皮 ハ 依然 重

Fig. 13. B.

胎 兒 長 徑22mm.膜 樣 迷 路 模 型 右 側 面 觀.(×50)
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Fig. 13. C.

胎 兒 長 徑22mm.膜 樣 迷 路 右 側 横 斷 切 片.(×40)

層 圓柱 上皮 ヨ リ成 ル.橢 圓嚢 ノ上 皮 ハ單 層 扁 平 上

皮 又ハ 單 層 骰 子 形 上 皮 ヨ リ覆 ハ レ,球 嚢 壁 ハ 全體

トシテ厚 キ上 皮 ヨ リ成 リ,球 嚢 聽 斑 及 ビDuctus

reuniensノ 部 分ハ 特 ニ厚 キ上 皮 ヲ現 ハ ス.蝸 牛殼

ノ基 底 囘轉 ノ初 部 ニハ 毛 細 胞,支 柱 細 胞 ノ分 化 ノ

外 ニMembrana tectoriaノ 初 兆 ヲ認 メ.grosser

Fig. 13. D.

胎 兒 長 徑22mm.膜 樣 迷 路右 側横 斷 切 片.(×40)

Wulst及 ビkeiner Wulstヲ 識 別 シ得 ル モ,Corti

氏 墜 道 ハ 未 ダ出現 セズ.此 期 ニ至 リテ球 嚢聽 斑 ト

蝸 牛殼 ノ神 經 上 皮 トハ 分 離 シ,各 神 經 終 末 ハ完 成

ス.而 シテ神 經 司配 ニ就 テハ 各神 經 分 枝 ハ 纎 維性

トナ リ神 經 司配 ハ完 成 ス.即 チ 家兎 ニ於 ケル 神經

司 配 ハ次 ノ如 ク分 離 セ ラル.

N. VIII.

(N. statoacusticus)

N. vestibuli

(N. staticus)

N. cochleae

Ramus sup.

Ramus inf.

Bamulus amp. ant.

Ramulus amp. lat.

Ramulus reces. utric.

Ramulus sacc. sup. (Voit'scher Bundel)

Ramullus sacc. inf.

Ramulus amp. post.

而 シテOort'scher Bundelハ 發 見 セ ズ.

此 期 ニ於 テ ハ外 淋 巴 腔 原 基 ハ 益 々細 胞 ノ排 列 組

トナ リ網 状 腔 ハ 増 大 スル モ,未 ダ腔 ヲ形 成 スル ニ

至 ラズ.而 シ テ外 淋 巴 槽 及 ビ前 庭 階 ハ 同程 度 ノ發

育 ヲ示 スモ,鼓 室 階 ハ 其 ノ發 達 尚微 弱 ナ リ.即 チ

外 淋 巴槽 ト前 庭 階 ハ 相 互 ヒ ニ接 續 シ境 界 明瞭 ナ ラ

ザ レ共,球 嚢,橢 圓 嚢 及 ビ蝸 牛殼 ノ起 始 部 ニ ヨ リ

圍 マル ル 部 分 ヲ外 淋 巴 槽 トナ シ,其 ノ下方 ニ テ蝸

牛 殼 ノ外 腹 方 ニ接 スル部 分 ヲ前 庭 階 トナ ス.鼓 室

階 ハ 蝸 牛殼 ノ内方 ニテ基 底 囘轉 ノ初 部 ヨ リ中 央 ニ

近 ク僅 ニ存 在 スル ニ過 ギズ.

階梯14胎 兒 長徑26.5mm:此 期 ニ至 レバ

膜 樣 迷路 ハ各 器 官 ノ分 化 ハ 橢 圓嚢 ト球 嚢 トノ完 全

ナル 分 離 ニ ヨ リテ大 體 完 了 ス.内 淋 巴嚢 ハ前 階梯

ニ比 シ テ著 シク 内外 ニ扁 平 トナ リ,内 淋 巴管 ノ末

端 部 ハ 此 期 ニ至 リテ初 メテ橢 圓 嚢 管 ト球 嚢 管 ノ2
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脚 ニ分 レ,前 者 ハ極 メテ短 キ管 ニ シ テ

橢 圓嚢 ノ 内壁 ノ中 央 ニ,後 者 ハ稍 々長

キ管 ニ シ テ 球 嚢 ノ 頭 背 方 ニ開 口 ス.

(Fig. 14. A.)而 シ テ迷 路 上 部 ト迷 路

下 部 ノ兩者 ハ橢 圓嚢 管 及 ビ球 嚢 管 ニ ヨ

リテ間接 ニ交 通 スル ニ至 ル.三 半 規 管

ニ於 テハ前 階 梯 ニ比 シ テ著 變 ヲ見 ズ.

前 壼 腹部 ハ背 腹 ニ扁 平 ニ シ テ 内外 ニ長

キ橢 圓 形 ヲ呈 シ,其 ノ壁 ハ 凸 凹不 同 ニ

シ テ腹 壁 ニ櫛 ヲ有 シ中 隔 ノ發達 顯 著 ナ

リ.後 壺 腹 部 モ其 ノ壁 ハ 凸 凹 ニ富 ミ,

形 ハ前 壼 腹 部 ト略 ボ 同樣 ニ シ テ腹 壁 ニ

櫛 ヲ有 シ,中 隔 ノ發 達 著 明 ナ リ.外 壺

腹部 モ前2者 同樣 腹 壁 ニ櫛 ヲ有 シ,卵

圓 形 孔 ヲ以 テ橢 圓嚢 窩 ニ開 口 ス.橢 圓

嚢 窩 ハ球 嚢 ノ頭 方 ニ位 シ基 底 ヲ腹方 ニ

尖 端 ヲ背 方 ニ向 ケ タル3角 形 ヲナ シ,

其 ノ背方 ハ漸次 細 ク ナ リ橢 圓嚢 ニ移 行

ス.橢 圓嚢 ハ橢 圓嚢 窩 ヨ リ背 尾 方 ニ 向

ヒ共 同 脚 ノ外 方 ニ於 テ 屈 曲 シ,橢 圓嚢

後 竇 ニ移 行 シ,橢 圓嚢 管 ハ其 ノ内 壁 ノ

中央 ニ開 口 ス.共 同脚 ノ壁 ハ 凸 凹 ニ富

ミ内 外 ニ扁 平 ニ シ テ,橢 圓嚢 後 竇 ノ壁

モ 同 樣 凸 凹不 同 ニ シテ 外方 ニ 向 ツ テ僅

ニ彎 曲 スル管 状 ヲ呈 ス.球 嚢 ト橢 圓嚢

トヲ連結 スル圓 形 孔 ハ 此 期 ニ於 テハ 全

ク閉鎖 シ,球 嚢 ハ 橢 圓嚢 ト完 全 ニ分 離

シ,球 嚢 ハ其 ノ長 軸 ヲ背 腹 ニ 向 ケ タ ル

盲 嚢 ヲ形 成 シ,外 壁 ハ 陷 凹 シ 内 壁 ハ

稍 々凸隆 ス.而 シ テ球 嚢 管 ハ橢 圓嚢 ノ

内側 ヲ通 過 シテ球 嚢 ノ頭 背部 ニ開 口 ス.

Ductus reuniensハ 前 階梯 ヨ リモ其

ノ長 サ ヲ増 加 シ極 メテ細 キ管 トナ リ球

嚢 ノ背 尾外 方 ニ注 グ.蝸 牛 殼 ハ2囘 轉

ヲ終 ル.内 淋 巴嚢 壁 ハ前 階 梯 ト同樣皺

襞 ニ富 ミ乳頭状 ニ内腔 ニ向ヒ突起 ス.内 淋 巴管 ノ

上皮 ハ單層骰子形上皮 ニシテ,球 嚢 管及 ビ橢 圓嚢

Fig. 14. A.

胎 兒 長 徑26.5mm.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×40)

Fig. 14. B.

胎 兒長 徑26.5mm.膜 樣迷 路 模 型 右 側 面觀.

(×50)(2/3縮 少)

管 ハ 共 ニ低 圓 柱 上皮 ヨ リ成 ル,三 半 規 管 及 ビ橢 圓

嚢 壁 ノ 上皮 ハ 共 ニ前 階梯 ト同樣 ニシ テ,球 嚢 壁 ハ
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Fig. 14. C.

胎 兒長 徑26.5mm.膜 樣 迷路 右 側横 斷 切 片.(×40)

球 嚢 聽 斑 及 ビDuctus reuniensヘ ノ移 行 部 ヲ除

キ 單層 骰 子 形 上 皮 ヨ リ覆 ハ ル.蝸 牛 殼 ノ基 底 囘 轉

ニ於 テハgrosser及 ビkleiner Wulstハ 明 瞭 ト

ナ リ,毛 細 胞,支 柱 細 胞 ノ區 別 ハ益 々 明 カ トナル

モCorti氏 墜 道 ハ 出現 セ ズ.Membrana tectoria

ハ 明 カ ニ認 メ ラル.又Membrana Reissneriハ

圓 柱 上 皮,Claudius氏 細 胞 ハ2層 ノ圓柱 上 皮 ヨ

リ形成 サ ル.外 淋 巴腔 原 基 ハ 益 々液 化 シ細 胞 ノ排

列 ハ粗 トナ リ,前 庭 階 ノ末 端 ハ 蝸 牛殼 ノ第2囘 轉

ノ起 始 部 ニ存 在 スル モ,鼓 室 時 ハ 此 期 ニ於 テ急 激

ニ發 育 シ其 ノ末 端 ハ前 庭 階 ヲ追 越 シテ 蝸牛 殼 ノ第

2囘 轉 ノ中 央 ニ達 ス.即 チ 鼓 室 階 ハ外 淋 巴槽 及 ビ

前 庭階 ヨ リ後 レテ 出現 スル モ,此 期 ニ於 テ急 激 ニ

發 達 スル モ ノノ如 シ.

階梯15.胎 兒 長 徑35mm:内 淋 巴嚢,内

淋 巴 管 及 ビ三 半 規 管 ノ形 状 ハ 前 階梯 ニ比 シ テ 著變

ヲ見 ズ.三 半 規 管 ノ長 サハ外 半 規管 最 モ長 ク後 半

規 管最 モ短 シ.前 壺 腹 部 ノ形 ハ 前 階梯 ニ 同 ジク 中

隔 ノ發 達 顯 著 ニ シ テ,模 型 ニ於 テ ハ深 キ 間隙 ヲ形

成 ス.而 シ テ後 及 ビ外 壺 腹 部 ニ於 テ モ前 者 ト同樣

ナ ル所 見 ヲ呈 ス.橢 圓嚢 窩,橢 圓 嚢,共 同脚 及 ビ

橢 圓嚢 後 竇 ノ形 態 竝 ニ 周 圍 トノ關 係 モ 略 ボ前 階 梯

Fig. 15. A.

胎兒 長 徑35mm.膜 樣 迷 路 模 型 右 側 面觀.

(×50)(2/3縮 少)
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Fig. 15. B.

胎 兒 長 徑35mm.膜 樣 迷 路 右 側横 斷 切 片.(×30)

Fig 15. C.

膜 樣 迷 路 横 斷 片.(×130)

ト同 樣 ニ シテ,其 ノ壁 ハ 凸 凹 不 同 ヲ呈 ス.

球 嚢 壁 ハ 平 滑 ニ シ テ其 ノ外 壁 ハ輕 度 ノ陷

凹 ヲ示 シ,内 壁 ハ 稍 々 凸隆 ス.Ductus

reuniensハ 前 階 梯 ニ比 シテ其 ノ長 徑 ヲ増

加 シ,(Fig. 15. B.)蝸 牛 殼 ハ21/2囘 轉 ヲ

終 ル.切 片 ヲ鏡 檢 スル ニ 内淋 巴嚢 ノ外 壁

ハ 特 ニ皺 襞 ニ富 ム,三 半 規 管 ノ上皮 ハ縫

際 ノ部 ニ低 圓柱 上皮 ヲ現 ハ スモ,其 ノ他

ノ部 分 ハ 薄 キ扁 平 上 皮 ヨ リ成 ル.而 シ テ

Ductus reuniensノ 上 皮 ハ 球嚢 聽 斑 ト明

カ ニ區 別 セ ラル.蝸 牛 殼 ノ基底 囘轉 ニ於

テハgrosser及 ビkleiner Wulstハ 愈 々

明 カ ニ區 別 セ ラ レ,Corti氏 墜 道 亦 明 瞭

トナ リ,Stria vasculosaモ 認 メラル.

Membrana Reissneriハ 單 層 扁 平 上 皮,

Claudius氏 細胞 ハ單 層 骰 形 子 上皮 ヨ リ

成 ル.外 淋 巴腔 ニ於 テハ 外 淋 巴 槽 ハ 前 階

梯 迄 ハ膜 樣 迷 路 ノ外 側 ニ ノ ミ存 在 セ ル

モ,此 期 ニ至 レバ膜 樣 迷 路 ノ内 側 ニ延 長

シ來 タ リ,且 完 全 ニ液 化 シ テ其 ノ形態 ヲ

完 成 ス.前 庭 階,鼓 室 階 ハ 共 ニ液 化 シ テ

完 全 ナ ル腔 ヲ形成 シ 同時 ニ蝸 牛殼 ノ第3

囘轉 ニ到 達 スル ニ至 ル.

第4章 總 括 及 ビ考 按

1) 聽 胞(A)聽 板 人 及 ビ哺 乳 類 ノ

聽板 ニ關 スル 記載 ハ 比較 的 僅少 ナ リ.即

チHeapeハ 原 節10ノ 土 龍 胎 兒 ニ,Poli

及 ビBonnetハ17-18日 ノ羊 胎 兒 及 ビ

16-17日 ノ犬 胎 兒 ニ之 ヲ認 メ,詫 摩 ハ 原

節8ヲ 有 スルPipistrellus abramusニ

就 テ 之 ヲ 記 載 シ,Bartelmetzeハ 原 節

2-3ノ 人胎 兒 ニ之 ヲ見 ル モ,Sternberg

ハ 原 節4ノ 人 胎兒 ニ却 ツ テ之 ヲ認 メ ズ シ

テ原 節8ノ 人 胎兒 ニ於 テ之 ヲ認 メタル ノ

ミ.余 ノ檢 索 シ タル 家 兎 ニ於 テハ 原 節10

ヲ有 スル 胎 兒 ノ菱 腦 ノ下 端 背 部 ニ於 ケル
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兩 側 ノ外 皮 ハ 他 ノ部 分 ニ比 シテ 肥厚 シ,其 ノ 中央

ハ 内方 ニ 向 ヒ僅 ニ陷 凹 シ,核 分裂 ノ著像 明 ナ リ.

(Fig. 1. A.)コ レ即 チ聽 板 ニ シテ,他 ノ外 皮 トノ

境 界 ハ 明 カ ナ ラ ズ.

(B) 聽 窩 原 節10ノ 胎 兒 ニ於 ケ ル聽 板 ハ 原 節

14ノ 胎兒 ニ至 レバ其 ノ中 央 ハ 乳 頭状 ニ 内腹 方 ニ向

ツテ 陷 凹 シテ聽 窩 ヲ形 成 シ,菱 腦 トノ間 ニハ 少 量

ノ間 質 ヲ隔 テ テ 相接 ス.(Fig. 2. A.)而 シテ聽 窩

壁 ハ厚 キ重 層 上 皮 ヨ リ成 リ,中 心部 ハ 最 モ厚 クシ

テ邊 縁 ニ至 ル ニ從 ヒ漸 次 菲薄 トナ ル.聽 窩 ハ 其 ノ

長 軸 ヲ腹 内方 ニ 向 ケ タル橢 圓 形 ヲナ シ,廣 キ開 口

ヲ以 テ外 界 ト交 通 ス レ共,其 ノ尾方 ハ 外 皮 ヨ リ絞

扼 セ ラ レテ 閉鎖 シ聽 胞 ヲ形 成 セ ン トス.(Fig. 2.

B.)即 チ聽 窩 ノ閉鎖 ハ 尾 方 ヨ リ始 マ リ漸 次 頭 方 ニ

向 ツ テ進 行 ス.

(C) 聽 胞 原 節14ノ 胎 兒 ニ於 ケル聽 窩 ハ原 節

18ノ 胎 兒 ニ至 レバ 外皮 ヨ リ絞 扼 セ ラ レテ聽 胞 ヲ形

成 シ,僅 ニ其 ノ頭 端 ニ於 テ上 皮 索 ヲ以 テ 之 ト連 結

ス.(Fig. 3. A. B.)即 チ聽 胞 ノ最 後 ノ閉鎖 部 位ハ

二十 日鼠 ニ於 ケル ト同樣 ニ其 ノ頭 端 ニ存 在 ス.聽

胞 ハ背 腹 徑 最 モ長 ク内 外 徑 最 モ短 シ.階 梯4ニ 至

リテ 内淋 巴管 原 基 ハ 聽 胞 ノ頭端 部 ノ背 内側 ヨ リ頭

背 方 ニ向 ツテ膨 出 シ,聽 胞 ノ尾部 ハ腹 尾方 ニ向 ヒ

發 育 シ テ蝸 牛 殼 原 基 ヲ示 シ,今 迄 單 一 ナ リシ聽 胞

ハ 複 雜 ナ ル構 造 ヲ示 ス.(Fig. 4. B.) Krauseニ

ヨ レバ 兩棲 類,鳥 類.哺 乳類 ニ於 テハ 聽 胞 ノ最 大

徑 ハ 背 腹 ノ方 向 ニ ア リ ト述 ベ,家 兎 ニ於 テ モ之 ニ

一 致 ス.階 梯3-4ニ 於 テハ 聽 胞 ハ背 部 ノ内外 壁

ヲ除 キ,他 ハ 殆 ド同樣 ノ厚 サ ヲ有 スル重 層 上 皮 ヨ

リ覆 ハ レMacula communisヲ 形 成 ス.

(2) 内淋 巴管 哺 乳 類 ノ内 淋 巴 管 ノ發 生 ニ關 シ

テ ハAlexander, Krause, Finemann等 ノ業績

ア リ.而 シ テ 内淋 巴 管 ノ尖端 ト聽 胞 ノ閉 鎖 部 位 ト

一 致 スル ヤ否 ヤ ニ就 テ ハ,Krauseノ 述 ブル如 ク

動 物 ノ種類 ニ ヨ リテ異 ナ リ,或 ハ 一 致 シ,或 ハ 一

致 セ ザ ル モ ノ ニ シテ,内 淋 巴管 ノ發 生 ニ關 シ ニハ

今 日 尚 ホ 種 々 ノ 意 見 對 立 ス.即 チAlexander,

Balfour, Hertwig等 ハ 内 淋 巴管 ハ聽 胞 ト外 界 ト

ノ連 結 管 ヨ リ發 生 スル トナ シ,之 ニ反 シテKrause

ハ 内淋 巴管 原 基 ハ聽 胞 ノ背 部 ノ狭小 部 ニ シ テ聽 胞

ノ閉鎖 以前 ニ存 在 シ,内 淋 巴管 ハ 此 部 ノ 内翻 ニ ヨ

リテ發 生 ス ル トナ ス.然 ル ニFinemannハ 内淋

巴管 ノ第1原 基 ハ聽 胞 ノ背 端 ノ2次 的 膨 出 ニ ヨ リ

テ形 成 セ ラル ル トナ ス.余 ノ檢 索 シ タル家 兎 ニ於

ケ ル内 淋 巴管 ノ發 生機 轉 ハ 二 十 日鼠 ノ場 合 ト同樣

ニ,聽 胞 ノ背 端 ノ2次 的 膨 出 ニ ヨ リテ形 成 セ ラル

ル トナ スFinemannノ 所 説 ニ一致 ス.又 内淋 巴

管 ノ其 ノ後 ノ發 育 ニ關 シ テハ 岡 島竝 ニFleissigハ

Plica verticalisノ 侵 入 ニ ヨ リテ聽 胞 ヨ リ絞 窄 セ

ラ レテ 發育 スル トナ シ,家 兎 ニ於 テ モ略 ボ コ ノ見

解 ニ一致 ス.而 シテ 家 兎 ニ於 ケ ル聽 胞 最 後 ノ閉鎖

部 位 ハ,階 梯3-4ニ 見 ル ガ如 ク聽 胞 ノ頭 端 ニア リ

テ,内 淋 巴管 ノ尖端 又 ハ其 ヲ附近 ニハ 存 在 セ ズ.

(Fig. 3. A. B. Fig. 4. A.)即 チ 階 梯4ニ 於 テ 内

淋 巴管 ハ聽 胞 ノ頭 端 部 ノ 背 内側 ヨ リ 頭背 方 ニ向

ツテ膨 出 シ,外 壁 ニ於 テ ハ 聽 胞 ト ノ 間 ニPlica

verticalisニ ヨ リテ明 カ ナル 境 界 ヲ形成 ス レ共,

内壁 ハ何 等 ノ境 界 ヲ現 ハ ス事 ナク漸 次 聽 胞 内壁 ニ

移 行 ス.(Fig. 4. A. B.)階 梯5ニ 至 レバ 鉛 直 半

規 管 嚢 ノ膨 出 ニ ヨ リPlica verticalisハ 愈 々明 カ

トナ リ,内 淋 巴管 ハ 内 外 ニ扁 平 トナ リ頭 背 方 ニ向

ツテ延 長 ス.(Fig. 5. A. B.)階 梯6ニ 於 テハ 内淋

巴管 ノ頭 背部 ハ腹 尾 部 ニ比 シテ腫 脹 シテ 内 淋 巴嚢

ヲ形 成 シ,内 淋 巴管 ノ開 口部 ハ 次 第 ニ狭小 ナ ラ ン

トスル 傾 向 ヲ示 ス.(Fig. 6. A. B.)階 梯7ニ 於 テ

ハ 内淋 巴管 ハ 其 ノ長 サ ヲ増 加 シ,Plica verticalis

ハ益 々深 ク ナ リ,内 淋 巴嚢 トノ區 別愈 々 明瞭 トナ

ル.階 梯7乃 至11ニ 於 テ ハ 内 淋 巴嚢 ハ紡錘 形 ナ

レ共,内 淋 巴管 ハ 内外 ニ扁 平 トナ リ,階 梯12ニ 至

レバ内 淋 巴嚢 ハ 著 シ ク膨 大 シ,其 ノ先 端 ハ外 方 ニ

向 ヒ少 シ ク 傾 斜 ス.階 梯14ニ 於 テハ 内淋 巴嚢 ハ

著 シ ク内 外 ニ扁 平 トナ リ,内 淋 巴管 ノ末端 部 ハ 橢

圓 嚢 管 及 ビ球 嚢 管 ニ分 レ,前 者 ハ 短 キ管 ニ シテ橢

圓 嚢 内壁 ノ中央 ニ,後 者 ハ稍 々長 キ管 ヲナ シ球 嚢
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ノ頭背 方 ニ開 口 ス.(Fig. 14. A.)内 淋 巴 管 ノ上 皮

ヲ檢 スル ニ階梯4ニ 於 テハ 内淋 巴管 ノ外 壁 ハ 内壁

ニ比 シ テ稍 々菲 簿 ナル モ,何 レモ重 層 上皮 ヨ リ成

リ,階 梯5ニ 至 レバ 内淋 巴管 ノ外 壁 ハ 依然 トシ テ

内 壁 ヨ リ薄 ク,共 ニ圓 柱 上皮 ヨ リ覆 ハ ル.階 梯6

ニ於 テ ハ 内淋 巴嚢 ハ 單 層 圓柱 上 皮,内 淋 巴管 開 口

部 ハ重 層 圓 柱 上皮 ヨ リ形 成 セ ラ レ,階 梯8ニ 至 レ

バ内淋 巴嚢 ハ單 層 骰 子形 上皮,内 淋 巴 管 ハ 内外 兩

壁 共 ニ單 層 圓柱 上 皮 ヲ現 ハ シ,初 メテ 顯微 鏡 的 ニ

鑑 別 セ ラ ル.階 梯13ニ 於 テハ 内淋 巴 嚢 ハ 内外 兩

壁 共 ニ著 シク皺 襞 ニ富 ミ乳 頭状 ニ内腔 ニ向 ツ テ突

出 シ,内 淋 巴 管 開 口部 ハ 重 層 圓柱 上皮 ヨ リ成 ル モ,

階梯14ニ 至 レバ 内淋 巴 管 ハ 單層 骰 子 形 上 皮 ニ シ

テ,橢 圓嚢 管 及 ビ球 嚢 管 ハ 共 ニ低 圓柱 上 皮 ヨ リ成

ル.階 梯15ニ 於 テ ハ 内淋 巴 嚢 ハ 單層 扁 平 上 皮 ヨ

リ成 リ外 壁 ハ特 ニ皺 襞 ヲ現 ハ ス.

(3) 三 半 規管 及 ビ3壺 腹 部 脊椎 動 物 ノ半 規

管 ノ形 成 機 轉 ハ 各動 物 ノ種 類 ニ ヨ リ テ 異 ナ リ,

Krauseハ 之 ヲ2型 ニ 分 類 ス.即 チ 第1型 ニ 屬 ス

ル 哺 乳 類,Sauropsieden, Selachier等 ニ 於 テ ハ

Ausstulpungsprocessニ ヨ リ,第2型 ニ屬 スル

Teleostier, Amphibien等 ニ 於 テ ハEinstul-

pungsprocessニ ヨ リテ形 成 セ ラ レ,前 者 ヲSau-

gertypus,後 者 ヲTeleostiertypusト ナ ス.

家 兎 ニ 於 ケ ル 半 規管 ノ形 成 ハAusstulpungs-

processニ ヨ リ先 ヅ半 規 管 嚢 形 成 セ ラ レ.次 デ 兩

壁 接 近 シ,密 着 シ,吸 收 セ ラ レテ半 規 管 ハ 成立 ス.

即 チ 階梯5ニ 於 テ聽 胞 ノ頭背 部 ハ頭 背 方 ニ向 ヒ膨

出 シ,同 時 ニ内 外 ニ扁 平 トナ リ,外 壁 ノ中央 ハ 外

方 ニ 向 ツ テ少 シク膨 出 ス.前 者 ハ 鉛 直半 規 管 嚢,

後 者 ハ外 半 規 管嚢 ノ原 基 ヲナ シ,兩 原 基 間 ニハ 境

界 ヲ認 メズ.(Fig. 5. B. C.)而 シテ外 半 規 管嚢 ノ

膨 出 ノ度 ハ 鉛直 半 規 管 嚢 ノ ソ レ ニ 比 シ テ 弱 シ.

家 兎 ニ於 ケ ル半 規 管嚢 ノ發 生 機 轉 ハ 二十 日鼠 ニ於

ケル ト同樣 ニKrauseノ 所 見 ニ一 致 ス.階 梯6-7

ニ於 テハ 鉛 直 半 規 管嚢 ハ益 々頭 背 方 ニ向 ヒ膨 出 シ

且 扁 平 トナ リ,外 半 規 管嚢 モ亦 外 方 ニ向 ツテ膨 出

ス.(Fig. 6. A. B. 7. A. B)而 シ テ鉛 直 半 規管 嚢

ノ頭腹 部 ト外 半 規 管 嚢 トハ 境 界 ナ ク移 行 スル モ,

鉛 直半 規管 嚢 ノ尾 部 ト外 半 規 管嚢 ノ背 尾部 トノ間

ニハ微 カナ ル溝 ヲ認 ム.(Fig. 6. B.)階 梯7ニ 於

テ鉛 直 半規 管 嚢 ノ頭 腹 端 及 ビ背 尾端 ハ膨 大 シ テ前

及 ビ後 壼腹 部 ノ原 基 ヲ示 ス.(Fig. 7. A. B.)後 半

規管 嚢 ト外 半 規 管 嚢 トノ間 ノ溝 ハ益 々深 ク ナ リ頭

方 ニ 向 ツテ延 長 シ,後 半 規管 嚢 ノ經 過 ニ一 致 シ タ

ル溝 ヲ形 成 ス.(Fig. 7. B.)此 溝 ノ尾部 ハ 後 壼 腹

部 ト外 半 規 管嚢 トノ境 界 ヲナ シ,Streeterノ 所 謂

laterale grooveニ シテDenis, Krause,詫 摩 ノ

研 究 及 ビ余 ノ二十 日鼠 ニ於 ケ ル 檢 索 ニ於 テ モ 認

メ ラ レ,將 來 益 々深 ク ナ リ橢 圓嚢 後 竇 ニ於 ケル

rundes Epithelgebildeノ 形 成 ニ 對 シ 重要 ナ ル

意 義 ヲ有 ス.併 シ ナ ガ ラ家 兎 ニ 於 ケ ルrundes

Epithelgebildeハ 著 明 ニ現 ハ レズ.階 梯8ニ 至 レ

バ 鉛 直 半 規管 嚢 ハ 頭 腹 端 及 ビ背 尾端 ヲ除 ク他 ノ部

分 ハ 内外 兩壁 接 近 シ將 ニ密 着 セ ン トシ,特 ニ前 半

規 管 嚢 ニ於 テ 著 シ.(Fig. 8. A.)前,後 壼 腹部 原

基 ハ 愈 々著 明 トナ リ,且 後 半規 管 嚢 ハ 内 淋 巴管 及

ビ後 半 規 管嚢 ト外 半 規 管嚢 トノ間 ノ溝 ヲ結 ブ線 ヲ

中心 トシテ外 方 ニ傾 斜 ス.外 半 規 管 嚢 ノ膨 出愈 々

著明 ニ シテ,同 時 ニ扁 平 トナ リ,腹 背 ニ向 フ櫛 状

ノ隆 起 ヲ形 成 ス.階 梯9ニ 於 テハ 前 半 規 管 ノ形 成

ヲ見 ル.即 チ家 兎 ニ於 テ モ 二十 日鼠 ト同樣 ニ前 半

規 管 ノ形成 最 モ早 シ.(Fig. 9. A. B.)外 半 規 管

嚢 ハ外 方 ニ向 ヒ膨 出 シ,外 壼 腹 部 ハ 漸 ク判 然 ス.

階梯10ニ 於 テハ 後 半規 管 ヲ形 成 スル モ,頭 方 及 ビ

腹 方 ニハ 大 部 分 ニ亙 リ未 ダ吸 收 セ ラ レザ ル部 分 ヲ

殘 存 ス.(Fig. 10. A. B.)階 梯11ニ 至 リテ外 半

規 管 形 成 セ ラ レ,コ コニ初 メ テ三 半 規 管ハ 完 成 ス.

(Fig. 11. A. B.)斯 クテ 階梯12以 後 ハ 半 規 管 ノ

増 強 ヲ認 ムル ノ ミ.而 シ テ半 規管 形 成 ノ結 果,前,

後 壺 腹 部 ハ球 形 ノ膨 隆 トシテ 現 ハ レ,外 壼 腹 部 モ

明瞭 トナ ル.即 チ 半 規管 形 成 ノ 順序 ハDenis,

Krause, Streeterノ 所 見 竝 ニ 二十 日鼠 ニ於 ケル

余 ノ檢 索 ニ一 致 ス.壺 膜 部形 成 ノ 順序 モ亦 半 規 管
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ノ ソ レ ト一 致 セ リ.三 半 規 管 ノ長 サ ハ 初期 ニハ前

半 規 管最 モ 長 ク,後 半 規 管 最 モ短 ク,發 育 スル ニ

從 ヒ外 半 規 管 最 モ長 ク,前 半 規 管 最 モ短 シ.階 梯

5ニ 於 テハ 鉛 直 半 規管 嚢 ノ上皮 ハ單 層 骰 子 形 上 皮

ニ シ テ,階 梯6-10ニ 至 レバ前,後 壼 腹 部 トナル

部 分 ヲ除 キ漸 次 菲 薄 トナ ル モ,外 半 規 管 嚢 ハ 厚 キ

上 皮 ニ テ覆 ハ ル.階 梯11ニ 於 テ ハ 半 規 管 ノ上 皮

ハ 外 側 ハ重 層,内 側 ハ 單 層 骰 子 形 上皮 ヨ リ成 リ,

階 梯12ニ 至 リテ初 メテ縫 際 ヲ認 ム.階 梯14ニ 於

テハ 半 規 管 ノ上 皮 ハ 單 層 扁 平 上 皮 ヨ リ成 ル.

(4) 橢 圓嚢 橢 圓嚢 ハ球 嚢 ト共 ニ膜 樣迷 路 ノ器

官 中 分化 最 モ遲 ク,階 梯11ニ 於 テ 三 半規 管 形 成

ノ結 果 コ コニ全 貌 ヲ現 ハ ス モ,橢 圓 嚢部 ト迷 路 下

部 トノ境 界 ハ未 ダ 明瞭 ヲ 缺 キ,階 梯12ニ 至 レバ ,

橢 圓 嚢 ト他 ノ器 官 トノ境 界 ハ 益 々明瞭 トナ ル モ,

球 嚢 トハ廣 ク交 通 ス.(Fig. 12. A. Fig. 11. B.)

階 梯13ニ 於 テ初 メテ 前 庭 盲嚢 ハ橢 圓嚢 ト完 全 ニ

分 離 シ,球 嚢 トノ分 離 モ著 シ ク進展 シ,兩 者 ハ 圓

形 孔 ニ ヨ リ テ交通 スル ニ過 ギ ズ,階 梯14ニ 至 レ

バ 球 嚢 ト完 全 ニ分 離 シ,迷 路 上 部 ト迷 路 下 部 ハ 橢

圓嚢 管 及 ビ球 嚢 管 ニ ヨ リテ間接 ニ連 絡 スルニ至 ル.

(Fig. 14. A.)橢 圓嚢 ノ内壁 ハ外 壁 ヨ リ厚 キ上 皮

ヨ リ成 リ,内 淋 巴管 開 口部,橢 圓嚢 窩 聽 斑,球 嚢

聽 斑 ヘ ノ移 行 部 ハ 特 ニ厚 キ重 層 圓柱 上 皮 ヨ リ覆 ハ

ル.而 シ テ橢 圓 嚢 ノ上 皮 ハ 發 育 ノ進 ムニ從 ヒ漸 次

菲 薄 トナ リ,橢 圓 嚢 窩聽 斑 ヲ除 キ單 層 扁 平 又 ハ 骰

子 形 上 皮 ヨ リ成 ル.橢 圓嚢 ノ各 部 ノ形 態 ヲ見 ル ニ,

橢 圓 嚢 窩 ハ 頭 尾 ノ方 向 ニ扁 平 ニシ テ基 底 ヲ腹 方 ニ

尖 端 ヲ背 方 ニ向 ケ タル3角 形 ヲナ シ,橢 圓 嚢 ハ 背

腹 ニ長 キ圓 柱 状,共 同 脚 ハ 内外 ニ扁 平 ナ ル管 状,

橢 圓嚢 後 竇 モ亦 管 状 ヲ呈 ス.

(5) 球 嚢 家 兎 ニ於 ケル球 嚢 原基 ハDenis,詫

摩 ノ所 説 竝 ニ余 ノ二十 日鼠 ニ於 ケル 所 見 ト著 シク

相 違 ス.即 チDenis,詫 摩 及 ビ二 十 日鼠 ノ場 合 ニ

於 テハ,内 淋 巴 管 開 口部 ノ尾 方 ノ膨 隆 ハ球 嚢 原 基

ニ非 ズ シテDenis氏 憩 室 ナ リ.而 シ テ球 嚢 原 基

ハ 之 ト無 關係 ニ膜 樣 迷 路 ノ腹縁 ニ膨 出 トシ テ 出現

ス.之 ニ反 シテ 家 兎 ニ於 テ ハ球 嚢 原 基 ハ 膜 樣 迷路

ヲ 内壁 ニ於 テ 内淋 巴管 開 口部 ノ尾方 ノ部 分 ノ膨 出

ニ ヨ リテ形 成 セ ラ レ,發 育 スル ニ從 ヒ膜 樣 迷 路 ノ

腹 緑 ニ移 動 スル モ ノ ニ シテKrauseノ 所 説 ニ一致

ス.球 嚢 原 基 ハ 階 梯5ニ 於 テ初 メテ聽 胞 内壁 ノ中

央 ニ シテ蝸 牛 殼 原 基 ノ頭 方,内 淋 巴管 開 口部 ノ尾

方 ニ當 リ圓 形 ノ膨 隆 トシテ認 メ ラ レ,(Fig. 5. C.

D.)階 梯6. 7. 8ニ 於 テハ 著變 ヲ見 ザ レ共,階 梯

9. 10ニ 至 レバ 内淋 巴管 開 口部 ノ腹 尾 方 ニ テ蝸 牛

殼 原 基 ノ頭腹 方 ニ移 動 ス.(Fig. 9. C. Fig. 10. A.

B.)階 梯11ニ 於 テハ 膜 樣迷 路 ノ腹 縁 ニ移 動 シ,腹

尾方 ニ向 ヒ圓 形 ノ膨 隆 トシ テ認 メ ラ レ,(Fig. 11.

B.)階 梯12. 13ニ 至 リテ球 嚢 ノ形 成 ハ 進 捗 シ,腹

尾方 ニ向 ツテ更 ニ膨 出 スル ニ至 ル.(Fig.12 A. B,

Fig. 13. B. C.)階 梯14ニ 至 レバ 球 嚢 ハ橢 圓嚢 ト

完 全 ニ分離 シ,コ コ ニ於 テ球 嚢 ハ全 貌 ヲ現 ハ ス.

Krauseハ 球 嚢 ノ完 全 ナ ル 形成 ハ 蝸 牛 殼 ノ2囘 轉

ヲ示 セ ル時 ナ リ トシ,家 兎 ニ於 ケ ル余 ノ檢 索 ノ結

果 モ 全 ク コ レニ一 致 ス.階 梯5ニ 於 テ球 嚢 原基 ハ

圓 形 ノ斷 面 ヲ示 シ,厚 キ上 皮 ヨ リ成 リ,階 梯11ニ

至 リテ球 嚢 ノ形 成 進 捗 スル ニ從 ヒ内壁 及 ビ腹 壁 ハ

Lumenrandzoneヲ 有 スル厚 キ上 皮 ヲ現 ハ シ,外

壁 ハ 薄 キ上 皮 ヨ リ覆 ハ ル.階 梯12ニ 於 テ球 嚢 聽

斑 ニ毛 細胞 及 ビ支 柱 細胞 ノ分 化 ヲ認 メ,階 梯14ニ

至 レバ球 嚢 聽 斑 及 ビDuetus reuniensヘ ノ移 行

部 ヲ除 キ單 層 骰 子 形 上皮 ヨ リ覆 ハ ル.

(6) 蝸 牛 殼 蝸 牛殼 原 基 ハ 階 梯4ニ 於 テ初 メ テ

聽 胞 ノ腹 尾方 ニ認 メ ラ レ,(Fig. 4. B.)階 梯5. 6

ニ至 リテ腹 内 尾方 ニ 向 ツ テ發 育 シ同 時 ニ 内外 ニ扁

平 トナ リ,迷 路 上部 ト迷 路 下 部 ハ 判 然 ト區 別 セ ラ

ル.(Fig. 5. B. Fig. 6. B.)階 梯7ニ 於 テハ 腹 尾

方 ニ向 ツテ發 育 シ其 ノ尖端 ハ 内方 ニ向 ヒ囘 轉 セ ン

トス.(Fig. 7. B.)階 梯9ニ 至 レバ外 方 ニ向 ヒ螺

旋 状 ニ囘轉 シ始 メ,(Fig. 9. B.)階 梯11ニ 於 テハ

1/2囘 轉 ヲ終 ヘ,階 梯12ニ 至 リ1囘 轉 シ,階 梯13

ニ於 テ11/2囘 轉 ニ達 シ,階 梯14ニ 至 リ2囘 轉 シ,

階 梯15ニ 於 テハ21/2囘 轉 ヲ終 リ蝸 牛 殼 ハ完 戌 ス.
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(Fig. 11. B. Fig. 12. A. Fig. 13. B. Fig. 14. B.

Fig. 15. A.)

Corti氏 器 官 ノ形 成 階 梯4.5ニ 於 テ蝸 牛殼 原

基 ハ 圓 形 ノ横 斷 面 ヲ示 シ,内 壁 ハ外 壁 ニ比 シ テ厚

キ 上皮 ヨ リ覆 ハ ル.階 梯6ニ 至 レバ蝸 牛殼 ハ内 壁

ハ外 壁 ノ11/2倍 ノ厚 サ ヲ有 シ,爾 後 個體 ノ發 育 ト

共 ニ外壁 ハ 内 壁 ニ 比 シ テ漸 次 菲 薄 トナ ル モ,階 梯

11ニ 至 ル迄 ハ何 等 分化 ノ傾 向 ヲ現 ハ サ ズ.即 チ此

厚 キ上皮 ハ蝸 牛 殼 ノ神經 上 皮 ニ シ テ,階 梯12ニ

於 テ初 メテ神 經 上 皮 ニハ 毛 細胞,支 柱 細 胞 ノ分 化

ヲ認 メラ レ,階 梯13ニ 至 レバ毛 細 胞,支 柱細 胞 ノ

分 化 ノ外 ニMembrana tectoriaノ 初 兆 ヲ認 メ,

grosser及 ビkleiner Wulstヲ 識別 シ得 ル モ,

Corti氏 墜 道 ハ 出 現 セ ズ.階 梯14ニ 於 テgrosser

及 ビkleiner Wulstハ 明 瞭 トナ リ,Membrana

Reissneriハ 圓 柱 上 皮,Claudius氏 細胞 モ2層 ノ

圓柱 上 皮 ヲ以 テ覆 ハ ル.階 梯15ニ 至 リテCorti

氏 墜道 ハ 明 瞭 トナ リ,Stria vasculosaモ 認 メ ラ

ル.而 シ テMembrana Reissneriハ 單 層扁 平 上

皮,Claudius氏 細胞 ハ 單層 骰 子 形上 皮 ヨ リ形 成

セ ラ ル.

(7) 神 經 終 末 及 ビ神 經 司配 階 梯3.4ニ 於 テハ

聽 胞 ノ背 部 ノ内 外 兩壁 ハ稍 々非 薄 ナル モ,其 ノ他

ノ部 分 ハ 厚 キ 上皮 ニ テ覆 ハ レ,Macula communis

ヲ形 成 ス.余 ハ コノ部 分 ヲ斜 線 ヲ以 テ區 別 セ リ.

階 梯5ニ 至 レバ鉛 直半 規 管 嚢 ノ背壁 ハ漸 次 菲 薄 ト

ナ ル モ,ソ レ以 外 ノ部 ハ 厚 キ上 皮 ヲ現 ハ シ,階 梯

6ニ 於 テハ 鉛 直 半 規 管嚢 ハ前,後 壼 腹 部 トナ ル 部

ヲ除 キ單 層 骰 子 形 上皮 ヨ リ形成 セ ラ レ,外 半 規 管

嚢 ハ 尚 ホ厚 キ上 皮 ヨ リ成 ル.階 梯7. 8ニ 於 テハ

蝸 牛殼 原 基 ノ外 壁 ハ 内壁 ニ比 シ テ 菲 薄 トナ リ,

Macula communisヨ リ除外 セ ラ レ,今 迄 單 一 ナ

リシMacula Communisハ 上 下 兩聽 斑 ニ分 レ,兩

者 ハ球 嚢 ノ頭 部 ニ於 テ廣 キ帶 ヲ以 テ結 合 ス.而 シ

テ上 部聽 斑 ヨ リ前,外 壺 腹 櫛 及 ビ橢 圓嚢 窩 聽 斑 ヲ

下 部聽 斑 ヨ リ後 壼 腹 櫛,球 嚢 聽 斑 及 ビCorti氏 器

官 ヲ分 化 ス.階 梯9. 10ニ 至 レバ 後 壼 腹 櫛 ハ 下部

聽 斑 ヨ リ分 離 シ テ獨 立 ノ神 經 終 末 ヲ形 成 スル モ,

橢 圓嚢 窩 聽 斑,前,外 壼 腹 櫛 ハ連 續 シ明 カナ ル境

界 ナ シ.階 梯11ニ 於 テ ハ 上 下 兩聽 斑 ハ 完 全 ニ分

離 シ,上 部聽 斑 ニ於 ケル 橢 圓 嚢 窩聽 斑,前,外 壺

腹 櫛 ハ 完 全 ニ獨 立 ス.而 シ テ球嚢 聽 斑 ト蝸 牛 殼 ノ

神 經 上皮 トハ 何 等 境界 ナ ク移 行 ス.階 梯12ニ 至

レバ 前,後 壺 腹 櫛 ニ 中 隔 出現 シ,外 壺腹 櫛 ニハ之

ヲ認 メズ.櫛 形 成 ノ順序 ハ 後,前 及 ビ外 壼腹 櫛 ノ

順 ニ行 ハ ル.且 コ ノ期 ニ於 テ3櫛,橢 圓嚢 窩聽 斑,

球 嚢聽 斑 及 ビ蝸 牛 殼 ノ神 經 上皮 ニハ 毛 細 胞,支 柱

細 胞 ノ分化 ヲ 認 ム.階 梯13ニ 於 テ球嚢 聽 斑 ト蝸

牛 殼 ノ神經 上皮 ハ 初 メテ分 離 シ,神 經 終 末 ハ 完 成

ス.

神 經 司 配 ノ發 生 人 及 ビ 哺 乳類 ニ 於 ケ ルN.

octavusノ 分 枝 ニ就 テハRetzius, Streeter, Voit,

Oort,岩 田,詫 摩 等 ノ研 究 ア リ.而 シ テ家 兎 ニ於

テハVoit氏 纎 維 束 ハ認 ムル モ,Oort氏 纎 維 束 ハ

之 ヲ發 見 セ ズ.

即 チ次 ノ如 ク分 類 セ ラ ル.

N. VIII.

(N. statoacusticus)

N. vestibuli

(N. staticus)

N. cochleae

Ramus sup.

Ramus inf.

Ramulus amp. sup.

Ramulus amp. lat.

Ramulus reces. utric.

Ramulus sacc. sup. (Voit'scher Bundel)

Ramulus sacc. inf.

Ramulus amp. post.

神 經 司 配 ノ發 生 ニ就 テハStreeter,詫 摩 ノ研 究

ア リ.家 兎 ニ於 ケル聽神經 節ハ發生 ノ初期 ニ於 テ

ハ聽 胞 ニ密 接 シテ存 在 シ,階 梯7ニ 於 テ 上,下 枝

ノ區 別 ヲ生 ジ,階 梯9ニ 於 テ上 枝 ヨ リ前,外 壼 腹
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枝 及 ビ橢 圓嚢 窩 枝 ヲ出 シ,下 枝 ヨ リ後 壼 腹 枝 及 ビ

下 球 嚢 枝 ヲ分 枝 ス.階 梯11ニ 至 リ テ 前 庭 神 經 節

ト螺旋 神 經 節 トハ 位 置 的 ニ區 別 セ ラ レ,階 梯12ニ

至 レバ上 球 嚢 枝 ハ橢 圓 嚢 窩 枝 ヨ リ分枝 シ,前 庭 神

經 節 ト螺 旋 神 經 節 トノ境 界 愈 々明 カ トナ リ,階 梯

13ニ 於 テ各 神 經 分 枝 ハ 總 テ纎 維 性 トナ リ神 經 司配

ハ 完 成 ノ域 ニ達 ス.

(8) 外 淋 巴 腔 人 及 ビ哺 乳 類 ノ外 淋 巴腔 ノ發

生 ニ就 テ ハStreeter,詫 摩 ノ業 績 以 外 ニハ殆 ド存

在 セ ズ.Streeterハ 人胎 兒 ニ於 テ外 淋 巴 腔 出 現 ノ

順 序 ハ外 淋 巴槽 → 鼓 室 階 → 前庭 階 ナ リ ト述 ベ,詫

摩 ハPipistrellus abramusニ 於 テ ハ外 淋 巴槽 及

ビ前 庭階 ハ殆 ド同時 ニ 出現 シ,鼓 室階 ハ少 シ ク後

レテ認 メ ラ レ,其 ノ後 發 育 ノ前 半 期 ニ於 テハ 鼓 室

階 ハ急 激 ニ發 達 シ最 モ早 ク腔 ヲ形 成 スル ニ反 シ,

前 庭 階 ハ 初 原基 出 現 以來 著 シ キ 發 達 ヲ示 サ ズ シ

テ,後 期 ニ至 リテ急 激 ニ發 育 シ テ鼓 室 階 ニ追 付 キ

兩 者 ハ結 合 ス ト云 フ.二 十 日鼠 ニ於 ケ ル余 ノ檢 索

ノ結 果 ハ外 淋 巴腔 ノ初 原 基 出現 ハ 詫摩 ハ所 見 ニ一

致 スル モ,其 ノ後 ノ發育 ハ 稍 々之 ト異 ナ リ,前 庭

階 ハ最 初 急 激 ニ發 育 スル ニ反 シ,鼓 室 階 ハ著 シ キ

發 達 ヲ示 サ ズ シ テ,後 期 ニ至 リ鼓 窒 階 ハ急 激 ニ發

育 シテ前 庭 階 ニ追 付 キ,兩 者 ハ 結 合 ス.今 家 兎 ニ

就 テ之 ヲ見 ル ニ階梯11ニ 於 テ將 來 外淋 巴 槽,前 庭

階 及 ビ鼓 室 階 ニ相 當 スル部 分 ハ,周 圍 ニ比 シテ細

胞 ノ排 列 粗 トナ リ,コ ノ部 ハ他 ノ部 ニ較 ベ テ 明色

ヲ呈 ス.之 即 チ外 淋 巴腔 原基 ニ シ テ發 育 スル ニ從

ヒ次 第 ニ液 化 シ テ 外 淋 巴腔 ヲ形 成 ス.階 梯12ニ

至 レバ 前 階 梯 ニ明 色 ヲ呈 スル部 分 ハ 網 状 腔 ノ増 大

ニ ヨ リテ益 々明 確 トナ リ周 圍 ヨ リ區 別 セ ラ ル.コ

ノ期 ニ於 テハ 鼓 室 階 ハ外 淋 巴槽,前 庭 階 ニ比 シテ

發 育 弱 シ.階 梯13ニ 於 テ ハ 外 淋 巴 腔 原 基 ハ益 々

細 胞 ノ排 列 ハ 粗 トナ リ網 状腔 ハ増 大 スル モ未 ダ腔

ヲ形 成 セ ズ.而 シ テ外 淋 巴槽 及 ビ前 庭 階 ハ 同 程 度

ノ發育 ヲ現ハ シ,鼓 室階ハ尚ホ其 ノ發達微弱 ナ リ.

即チ外淋 巴槽,前 庭階ハ互 ヒニ接續 シ,境 界明瞭

ナラザ レ共,球 嚢,橢 圓嚢 及 ビ蝸牛殼 ノ起始部 ニ

ヨ リ圍 マ レタル 部 分 ヲ外 淋 巴槽 トナ シ,其 ノ下 方

ニ テ蝸 牛殼 ノ外 腹 方 ニ 接 ス ル 部 分 ヲ前 庭 階 トナ

ス.鼓 室 階 ハ 蝸 牛殼 ノ内方 ニテ基 底 囘 轉 ノ初部 ヨ

リ中 央 ニ近 ク僅 ニ存 在 ス.階 梯14ニ 至 リ テ外 淋

巴腔 原 基 ハ 益 々液 化 シテ細 胞 ノ排 列 ハ粗 トナ リ,

前 庭 階 ノ末 端 ハ蝸 牛殼 ノ第2囘 轉 ノ起 始 部 ニ存 在

ス ル モ,鼓 室 階 ハ急 激 ニ發 育 シ テ其 ノ末 端 ハ前 庭

階 ヲ追 越 シ テ蝸 牛殼 ノ第2囘 轉 ノ 中央 ニ到 達 ス.

即 チ鼓 室 階 ハ 外淋 巴槽,前 庭 階 ヨ リ後 レテ出現 ス

ル モ,コ ノ期 ニ於 テ急 激 ニ發 達 スル モ ノ ノ如 シ.

階梯15ニ 於 テ ハ 外 淋 巴槽 ハ前 階 梯 迄 ハ 膜 樣 迷 路

ノ外 側 ニ ノ ミ存 在 セ ル モ,コ ノ期 ニ於 テハ 膜 樣 迷

路 ノ 内 側 ニ延 長 シ,完 全 ニ液 化 シ テ其 ノ形 態 ヲ完

成 ス.前 庭 階,鼓 室 階 ハ共 ニ液 化 シ テ完 全 ナル 腔

ヲ形 成 シ 同時 ニ蝸 牛殼 ノ第3囘 轉 ニ到 達 ス.即 チ

二十 日鼠 ニ於 テ ル ト稍 々異 ナ ル所 見 ヲ呈 ス.

第5章 結 論

(1) 家 兎 ニ於 テハ 原 節10ヲ 有 ス ル 胎 兒 ニ聽 板

ヲ認 メ,原 節14ノ 胎 兒 ニ於 テ ハ聽 窩 ヲ形 成 ス.

(2) 聽 窩 ノ 閉鎖 ハ 二 十 日鼠 ニ於 ケル ト同樣 ニ,

聽 窩 ノ尾方 ヨ リ始 マ リ頭 方 ニ向 ツテ進 行 シ,最 後

ノ閉 鎖 部 位 ハ聽 胞 ノ頭 端 ニ ア リ.

(3) 聽 胞 ノ最 大 徑 ハKrauseト 同樣 ニ背 腹 ノ方

向 ニ ア リ.

(4) 聽 胞 ノ背 外 壁 ノ上 皮 ハ 薄 ク階 梯6, 7ニ 於

テハ 單 層 骰 子形 上 皮 ナ レ ドモ,其 ノ他 ノ部 ハ 極 メ

テ厚 クMacula communisヲ 形 成 ス.

(5) 内 淋 巴 管 ノ 發 生 ニ 就 テ ハKraureノ

Umstulpung説 ヲ否 定 シ,Finemannノ 説 ニ賛

成 ス.

(6) 家兎 ニ於 ケル 聽 胞 ノ閉鎖 部 位 ハ 二 十 日鼠 ニ

於 ケル ト同樣 ニ,内 淋 巴管 ノ尖 端 又ハ 其 ノ附 近 ニ

ハ 存 在 セ ズ.

(7) 内 淋 巴管 ノ第1原 基 ハ聽 胞 ノ最 後 ノ閉 鎖 部

位 トハ 全 然 無 關係 ニ聽 胞 ノ頭端 ノ背 内 側 ヨ リ膨 出

シ テ形 成 セ ラ レ,Plica verticalisノ 侵 入 ニ ヨ リ
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テ聽 胞 ノ他 ノ部 分 ヨ リ境 セ ラル.

(8) 内淋 巴嚢 ト内淋 巴管 ノ區 別 ハ 形態 的 ニハ 階

梯6ニ 於 テ,組 織 的 ニハ 階梯8ニ 於 テ認 メ ラル.

(9) 内淋 巴嚢 ノ上 皮 ハ 初 期 ニハ 單 層 圓柱 上皮 ナ

レ共,漸 次 菲 薄 トナ リ,階 梯13. 14ニ 於 テ ハ 著

シ ク皺襞 ヲ現 ハ シ,階 梯15ニ 至 レバ 單 層 扁 平 上

皮 ヨ リ成 ル.

(10) 内淋 巴管 ノ上皮 ハ 初 期 ニハ 圓柱 上 皮 ナ ル

モ,發 育 スル ニ從 ヒ單層 骰 子 形 上 皮 ト成 リ,橢 圓

嚢 管 及 ビ球 嚢 管 ハ 共 ニ低 圓柱 上 皮 ヨ リ成 ル.

(11) 三 半規 管 ノ發 生 ハDenis, Krause, Streeter

等 ノ説 ト同 樣 ニ,半 規 管嚢 膨 出 シ,次 デ扁 平化 シ,

密 着 シ,吸 收 セ ラ レテ形 成 サ レル.

(12) 三半 規 管 形 成 ノ順 序 ハ 前 記 諸 氏 ト同樣 ニ

前 半 規 管 → 後半 規 管 → 外半 規 管 ノ順 ニ行 ハ ル.

(13) 三 半 規 管 ノ長 サハ初 期 ニ ハ 前 半規 管 最 モ

長 ク,後 半 規管 最 モ短 ク,發 育 スル ニ從 ヒ外 半 規

管 最 モ長 ク,前 半 規管 最 モ短 シ.

(14) 三 半 規 管 ノ上 皮 ハ 初 期 ニ ハ 單 層 骰子 形 上

皮 ナ レ共,吹 デ外 面 ハ 重 層,内 面 ハ 單層 骰子 形 上

皮 ヲ現 ハ シ,階 梯14ニ 於 テ ハ 單 層 扁 平 上皮 ヨ リ

成 ル.

(15) 三 半 規 管 ニ於 テハ 階 梯12ニ 至 リテ縫 際 ヲ

認 ム.

(16) 壼腹 部 形成 ノ順 序 ハ 三 半規 管 ノ 夫 レ ニ一

致 ス.

(17) 橢 圓嚢ハ球嚢 ト共 ニ膜樣迷路 ノ器官 中分

化最 モ遲 ク,兩 者 ノ完成 スルハ膜樣迷路 ノ形態 ノ

完了セ ラルル時 ナ リ.

(18) 橢 圓嚢壁 ノ上皮ハ初期 ニハ 内壁ハ外壁 ヨ

リ厚 ク,時 期 ノ進 ム ト共 ニ橢圓嚢 窩聽斑 ヲ除 キ單

層 扁平上皮又ハ骰子形上皮 ヨリ成ル.

(19) 橢圓嚢窩ハ頭尾ノ方向 ニ扁平 ニ シテ 基底

ヲ腹 方 ニ尖端 ヲ背方ニ向ケタル3角 形,橢 圓嚢ハ

背腹 ニ長 キ圓柱状,共 同脚ハ内外 ニ扁平 ナル管状,

橢 圓嚢 後 竇 モ 管 状 ヲ呈 ス.

(20) 家 兎 ニ於 ケ ル球 嚢 原 基 ハDenis,詫 摩 及 ビ

余 ノ二 十 日鼠 ニ於 ケ ル場 合 ト著 シ ク相 違 ス.即 チ

Denis,詫 摩 及 ビ二 十 日鼠 ニ於 テ ハ 内 淋 巴 管 開 口

部 ノ尾 方 ノ膨 出 ハ球 嚢 原基 ニ非 ズ シ テ,Denis氏

憩 室 ナ リ.球 嚢 原基 ハ 之 ト無 關 係 ニ膜 樣 迷 路 ノ 腹

縁 ニ膨 出 トシ テ出 現 ス.家 兎 ニ於 テハ 球嚢 原 基 ハ

膜 樣 迷 路 ノ内 壁 ニテ 内淋 巴管 開 口部 ノ尾 方 ニ膨 出

シ,時 期 ノ進 ム ニ從 ヒ膜樣 迷 路 ノ腹 縁 ニ移 動 スル

モ ノニ シ テ,Krauseノ 所 見 ニ一 致 ス.而 シ テ球

嚢 ノ完 成 スルハ 蝸 牛 殼 ノ2囘 轉 ヲ示 ス時 期 ナ リ.

(21) 球 嚢 ノ上 皮 ハ 初 期 ニ ハ 厚 キ上 皮 ヨ リ覆 ハ

レ,時 期 ノ進 ム ト共 ニ外壁 ハ次 第 ニ菲 薄 トナ リ,

階 梯14ニ 於 テハ 球 嚢聽 斑 及 ビDuctus reuniens

ヘ ノ移 行 部 ヲ除 キ單 層 骰 子 形上 皮 ヨ リ成 ル.

(22) 蝸 牛殼 原 基 ハ 階 梯4ニ 於 テ 出現 シ,囘 轉

形 成 ノ完 了 ハ階 梯15ニ 於 テ行 ハ ル.

(23) 蝸 牛殼 ノ神 經 上 皮 ニハ階 梯12ニ 於 テ毛細

胞,支 柱 細 胞 ノ分 化 ヲ認 ムル モ,Corti氏 器 官 ノ

完 成 ハ 階 梯15ニ 於 テ行 ハ ル.

(24) 神 經 上皮 ノ原 基 ハ 階梯3-6ニ 於 テハ 重 層

上 皮 ヨ リ成 リ單 一 ノMacula communisヲ 形 成

ス.

(25) Macula communisハ 階 梯7-8ニ 於 テ

上 下聽 斑 ニ分 化 シ,階 梯11ニ 於 テ完 全 ニ分 離 ス.

前 者 ヨ リ橢 圓嚢 窩聽 斑,前 及 ビ外 壼 腹 櫛 ヲ分 離 シ,

後 者 ヨ リ分 離 スル 後 壼 腹櫛 ハ最 モ早 ク シ テ階 梯9

ニ於 テ行 ハ レ,球 嚢 聽 斑 ト蝸 牛殼 ノ神 經 上 皮 ノ分

離 ハ階 梯13ニ 於 テ認 メ ラル.

(26) 櫛 形 成 ハ 後 壼 腹 櫛,前 壺 腹 櫛,外 壼 腹 櫛 ノ

順 ニ行 ハ ル.

(27) 階 梯12ニ 於 テ各神 經 上皮 ニ ハ毛 細 胞,支

柱 細 胞 ノ分 化 ヲ認 ム.

(28) 家 兎 ニ於 ケルN. octavus. (N. statoacu-

sticus)ハ 次 ノ如 ク分類 サ レル.
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N. VIII.

(N. statoacusticus)

N. vestibuli

(N. staticus)

N. cochleae

Ramus sup.

Ramus inf.

Ramulus amp. ant.

Ramulus amp. lat.

Ramulus reces. utric.

Ramulus sacc. sup. (Voit'scher Bundel)

Ramulus sacc. inf.

Ramulus amp. post.

家 兎 ニ於 テ ハVoit氏 纎 維 束 ハ 發 見 スル モ,Oort

氏 纎 維 束 ハ 認 メ ラ レズ.

(29) 前 庭 神經 節 ト螺 旋 神 經 節 ハ 階梯13ニ 於 テ

明 カ ニ區 別 セ ラ レ神 經 司配 ハ 完 成 ス.

(30) 外 淋 巴 腔原 基 出現 ノ順 序 ハ 外淋 巴槽,前 庭

階 ハ 殆 ド同 時 ニ出 現 シ,鼓 室 階 ハ 稍 々後 レテ 出現

ス.即 チ 二十 日鼠 ニ於 ケル ト同樣 ノ所 見 ヲ呈 ス.

(31) 鼓 室 階 ハ初 原 基 出現 以 來 顯 著 ナ ル 發 達 ヲ

示 サ ザ ル モ,階 梯14ニ 至 リテ急 激 ニ發 育 シ テ前 庭

階 ヲ追 越 シ,階 梯15ニ 至 レバ 前 庭 階 ハ 著 シ ク發

育 シ,兩 者 ハ 同 時 ニ蝸牛 殼 ノ第3囘 轉 ニ達 シ結 合

ス.即 チ二 十 日鼠 ニ於 ケ ル ト稍 々異 ナル 所見 ヲ呈

ス.

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ恩師敷波教授 ノ御指導 ト御

校 閲ノ勞 ヲ深謝 シ,併 セテ種 々御援助 ヲ忝 フ

シタル當教室金津博士 ニ謝意 ヲ表 ス.

主要文獻 ハ二十 日鼠 ニ於 ケル膜樣迷路 ノ形態學

的發生 ニ於 テ記載 セル ヲ以 テ茲 ニハ省略 セ リ.

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Med. Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die morphologische Entwicklung des hautigen Labyrinths

bei dem Kaninchenembryos.

Von

Mitsuo Ozawa.

Eingegangen am 6. April 1940.

Der Verfasser hat unter Leitung von Prof. Dr. J. Shikinami Untersuchungen uber die

morphologische Entwicklung des hautigen Labyrinths beim Kaninchenembryo angestellt

und dabei folgende Resultate erzielt:
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I. Das Horblaschen

1) Die Horplatte ist bei dem Kaninchenembryo mit 10 Ursegmenten zu finden und 

sie erscheint beim Embryo mit 14 Ursegmenten als Horgrabe.

2) Die Abschnurung, wie bei der Maus, findet immer erst am kaudalen Teile der 

Horblase statt und schreitet dann kranialwarts fort. Folglich findet die letzte Ver-

schlussetelle der Horblase immer an ihrem kranialen Ende.

3)  Der grosste Durchmesser der Horblase liegt in der dorsoventralen Richtung.

II. Ductus endolymphaticus.

1) Bezuglich der Entwicklung des Ductus endolymphaticus befindet ich mich im

Gegensatz zu der Behauptung von Krause, u.a. und schliesse mich der sekundaren Aus-

stulpungstheorie Finemann's an.

2) Die erste Anlage des Ductus endolymphaticus entsteht durch die Ausstulpung 

des dorsalteils der Horblase und wird durch das Eindringen der Plica vertiealis von dem

ubrigen Teile der Horblase abgegrenzt.

3) Die letzte Verschlussstelle der Horblase findet sich bei den von mir untersuchten

Tieren werden an der Spitze des Ductus endolymphaticus noch in deren Nahe.

III. Die 3 Bogengange und die 3 Ampullen.

1) Die Bogengangbildung bei dem Kaninchen findet statt zuerst durch das Aus-

stulpung das Bogentasche, die, nachdem sie allmahlich platt und verklebt geworden ist,

schliesslich von ihren Mitte aus resorbiert wird, worauf schon Denis, Krause, Streeter u.a.

hingewiesen haben.

2) Die Entwicklungsfolge der Bogengange ist diese: vorderer, hinterer, lateraler 

Bogengang.

3) Nach Krause tritt die vertikale Bogentasche entweder fast gleichzeitig mit der 

lateralen auf, oder die letztere kommt ein wenig spater. Diese Entwicklung geht bei dem 

Kaninchenembryo in gleicher Weise vor sich.

4) Im Fruhstadium der Entwicklung bildet das Langeverhaltniss der Bogengange 

folgende Reihe: vorderer Bogengang-lateraler Bogengang-hinterer Bogengang. Im 

spateren Stadium der Entwicklung aber besitzt der laterale Bogengang die grosste Lange 

und der vordere die Kleinst.

5) Die. Anlage der Ampulla geschicht dadurch, dass sich von der Bogentasche 

abgleidert. Die zeitliche Anordnung der Ampullenbildung ist die gleich, wie sie in Bezug 

auf die Bogengange beschrieben worden ist.

IV. Utriculus.

1) Von allen Organteilen des hautigen Labyrinths schnurt sich der Utriculus und 

der Sacculus am spatesten ab.
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2) Der Recessus utriculi hat die Gestalt eines Dreieckes, dessen Basis ventral, 

dessen Spitz dorsal gerichtet ist. Der Utriculus proprius ist ventrodorsal gerichtet, lang 

zylindrisch. Der Sinus superior utriculi (Crus commune) bildet einen halbmondformigen 

Kanal und der Sinus posterior utriculi ist zylindrisch.

V. Sacculus.

1) Was den Entstehungsort der Sacculusanlage anbelangt, so ist er von dem von 

Denis und Takuma beschriebenen wesentlich verschieden. Nach Denis buchtet der Teil 

der medialen Labyrinthwand aus, kaudal von der Mundung des Ductus endolymphaticus 

liegt. Es ist aber nicht die Sacculusanlage, die an dieser Stelle entsteht, sondern das 

Denis'sche Diventikel und die Sacculusanlage bildet sich unabhangig davon als eigene 

Ausbuchtung an der Ventralkante. Nach Krause dagegen bucht der Teil der Medialen-

labyrinthwand aus, der kaudal von der Mundung des Ductus endolymphaticus liegt und 

aus dieser Ausbuchtung die nachher allmahlich an die Ventralkante hinzieht, entsteht 

die Sacculusanlage. Das Ergebnis meiner Untersuchung stimmt mit der Behauptung von 

Krause uberein. 

2) Beim Kaninchenembryo ist der Sacculus vollkommen abgeschnurt, wenn der

Ductus cochlearis 2 Windungen zeigt (Maus gibt 2 1/2 an).

VI. Die Cochlea.

1) Die Cochleaanlage tritt im 4. Stadium auf. Die Ausbildung ihren Windungen ist 

jedoch erst im 15 Stadium vollendet.

2) Was die Entstehung des Cochleaneuroepithels angeht, so differnzieren sich die 

Stutzzellen und die Haarzellen erst im 12 Stadium und das Corti'sche Organ ist erst im 

15 Stadium vollkommen ausgebildet.

VII. Die Nervenendstelle.

1) Die Neuroepithelanlage, die vom 3. bis zum 7. Stadium als einfache Macula 

communis anzusehen ist, besteht aus geschichteten Zylinderepithelien.

2) Aus der Macula communis entstehen die Macula partis superior et inferior im 

8 Stadium, und im 11 Stadium trennen sie sich vollstandig von einander. Aus der Macula 

partis superior zweigen weiter die Macula reces. utric. und die Crista amp. ant. et lat. ab,

und aus der Mac. part. inf., die Crista amp. post., die letztere aber etwas fruher als die

anderen, nahmlich im 9. Stadium. Die Macula sacculi und das Epithel der Cochlea sind 

im 13. Stadium von einander abgegrenzt. 

3) Die zeitliche Anordung der Cristabildung zeigt folgende Reihe: Crista amp. 

post. -Crista amp. ant. -Crista amp. lat. 

4) Im 12 Stadium sind die Stutzzellen und die Haarzellen unterscheidbar.
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VIII. Die Nervenversorgung.

1) Ich teile den Nervus octavus (N. statoacusticus) folgenderweise ein.

N. octavus 
(N. statoacusticus)

N. vestibuli 
(N. staticus)

N. cochleae

Ramus sup.

Ramus inf.

Ram. amp. ant.

〃 〃 lat.

〃 reces. utric.

〃 sacc. sup.

(Voit'scher Bundel)

Ram. sacc. inf.

〃 amp. post.

2) Beim Kaninchenembryo begegnet man, wie bei der Maus, dem Voit'schen Bundel, 

aber das Oort'sche Bundel fehlt.

IX. Perilymphatische Raume.

1) Die Cristerna perilymphatica und die Scala vestibuli entstehen, wie bei der 

Maus, fast gleichzeitig, die Scala tympani jedoch ein wenig spater.

2) In dem fruheren Stadien entwickelt sich die Scala tympani und bildet einen 

Hohlraum dagegen weist die Scala vest. keine merkbare Entwicklung auf. Im 15. Stadium 

entwickelt sich die Scala vest. so rasch und machtig, sodass sie schliesslich die Scala 

tympani erreicht und sich vollig mit ihr vereinigt.

3) Die Bildungsweise des perilymphatischen Systems ist als ein wenig verschieden 

von dem der Maus. (Autoreferat)
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